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コンテナの積付け及び固縛強度評価 

改正対象 
鋼船規則 A 編，B 編，C 編，CS 編 
（日本籍船舶用及び外国籍船舶用（翻訳）） 

改正理由 
近年の海上コンテナ貨物取扱量の増加や安全な輸送に対する関心の高まり等に伴

って，安全基準や強度評価に対する関連業界の期待や要求が高まっている。 
 
本会においては，「コンテナの積付け及び固縛に関するガイドライン」を発行し，

コンテナの積付け及び固縛等に関する一般的な指針を示しており，当該ガイドライ

ンは，最新の知見や適用実績からのフィードバックを反映するため，これまで複数

回にわたり改訂を重ねてきた。 
 
今般，「コンテナの積付け及び固縛に関するガイドライン」の要件を規則に取り入

れるとともに，研究開発成果を反映し，コンテナの積付け及び固縛強度評価に関す

る要件を規定する。 

改正内容 
主な改正内容は次の通り。 
(1) C 編 2-1 編 14.3 にコンテナの積付け及び固縛強度評価に関する要件を規定す

る。 
(2) C 編 2-1 編 14.4 にコンテナ固縛作業のための安全設計に関する要件を規定す

る。 

施行及び適用 
2027 年 7 月 1 日以降に建造契約が行われる船舶に適用。ただし，申出により先取

りで適用可。 
 
 
 
 

ID:DH25-06規則の節･条タイトルの末尾に付けられ

たアスタリスク (*) は，その規則に対応

する要領があることを示しております。 DR
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鋼船規則 A 編 総則 鋼船規則 A 編 総則  

1 章 通則 1 章 通則  

1.2 船級符号への付記 1.2 船級符号への付記  

1.2.4 船体構造・艤装等* 1.2.4 船体構造・艤装等*  
-10. C 編 2-1 編 14.3 の適用を受け，コンテナ固縛図の

作成にあたり本会が適当と認めるコンテナの積付け及

び固縛強度評価手法が適用された船舶については，次の

(1)及び(2)に従い船級符号にその旨を付記する。 
(1) C 編 2-1 編 14.3 の関連規定に従い，特定の航路

及び航行する時期等による影響を考慮しないコ

ンテナの積付け及び固縛強度評価手法が適用さ

れた船舶については，船級符号に“Container 
Stowage and Securing Arrangements”（略号 CSSA）
を付記する。 

(2) C 編 2-1 編 14.3 及び C 編 2-1 編附属書 14.3A「コ

ンテナの固縛強度評価における荷重補正係数の

適用」の規定に従い，次の(a)から(c)に示す事項

による影響を考慮したコンテナの積付け及び固

縛強度評価手法が適用された船舶については，

次の要領で付記を追加する。なお，(a)及び(b)に
ついてはいずれか一方の付記を追加するものと

する。また，次の(a)から(c)のうち複数に該当す

る場合，船級符号にその旨を付記する（例：CSSA-

（新規） 「コンテナの積付け

及び固縛に関するガ

イドライン」7.3 に対

応。コンテナの積付け

及び固縛強度評価手

法が適用された船舶

に対する Notation に関

する要件を整理する。 
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RS/WF）。 
(a) 特定の航路による影響を考慮した強度評価

手法が適用された場合： 
 Container Stowage and Securing Arrangements 

with Service on Specific Sea Routes（略号 CSSA-
R） 

(b) 特定の航路及び時期による影響を考慮した

強度評価手法が適用された場合： 
 Container Stowage and Securing Arrangements 

with Service on Specific Sea Routes and Seasons
（略号 CSSA-RS） 

(c) 短期航海において海象予報に基づく強度評

価手法が適用された場合： 
 Container Stowage and Securing Arrangements 

with Weather Forecasting（略号 CSSA-WF） 
-11. C 編 2-1 編 14.4 の適用を受けた甲板上のコンテ

ナを積付けるための設備を有する船舶については，船級

符号に“Safe Design for Container Lashing”（略号 SDCL）
を付記する。 

（新規） 「コンテナの積付け

及び固縛に関するガ

イドライン」8.3 に対

応。 

-12. C 編 2-4 編の適用を受けた専ら木材チップを運搬

する一層甲板の船舶であって，一般的に，二重底構造及

びビルジホッパタンクを有する単船側構造のものにつ

いては，船級符号に“Chip Carrier”（略号 CPC）を付記

する。 

-10. C 編 2-4 編の適用を受けた専ら木材チップを運搬

する一層甲板の船舶であって，一般的に，二重底構造及

びビルジホッパタンクを有する単船側構造のものにつ

いては，船級符号に“Chip Carrier”（略号 CPC）を付記

する。 

-13.以下同様に項番号

が繰り上がる。 
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鋼船規則 B 編 船級検査 鋼船規則 B 編 船級検査  

2 章 登録検査 2 章 登録検査  

2.1 製造中登録検査 2.1 製造中登録検査  

2.1.3 提出図面及び書類 
 

2.1.3 提出図面及び書類 
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（日本籍船舶用） 
表 B2.1 図面及び書類 – 船体関係（一般） 

図面及び書類の名称*1 注記 

提出図面及び書類 船舶に保持すべき図面及び書類 

承認用 

図面等 

参考用 

図面等 

提出用 

完成 

図書 

保持用 

完成 

図書 

船体コンストラクション 

ファイル 

国際航海に 

従事する 

船舶 

SOLAS 条約

II-1 章第 3-

10 規則の適

用を受ける 

船舶 

（1 から 45 は省略） 

46 貨物固縛マニュアル (1) 規則 B 編 1.2.2 が適用される船舶に限る。 ○   ○*2   
（47 から 102 は省略） 

103 ラッシングソフトウ

ェアの取扱説明書 
(1) 国際航海に従事するコンテナ運搬船に限る。 
(2) C 編 2-1 編附属書 3.1 に規定するもの。 

 〇  ○   

104 固定式及び非固定式

コンテナ固縛用金物

の図面 

(1) 規則 C 編 2-1 編 14.2 が適用される船舶に限る。 
○   ○*2，*3   

105 固定式コンテナ固縛

用金物の配置図 
(1) 規則 C 編 2-1 編 14.2 が適用される船舶に限る。 

○   ○*2，*3   

106 コンテナ支持構造物

の図面 
(1) 規則 C 編 2-1 編 14.2 が適用される船舶に限る。 

○   ○   

107 貨物安全アクセス図 (1) 規則 C 編 2-1 編 14.2 が適用される船舶に限る。 ○   ○*2，*3   
108 コンテナ積付図 (1) 規則 C 編 2-1 編 14.2 が適用される船舶に限る。 ○   ○*2，*3   
109 コンテナ固縛図 (1) 規則 C 編 2-1 編 14.2 が適用される船舶に限る。 ○   ○*2，*3   

注 

*1： 国際航海に従事する総トン数 500 トン以上の船舶にあっては，図面等に船舶識別番号を記載することを推奨する。 

*2： 本会の承認印を押印したもの又はその写し 

*3： 貨物固縛マニュアルに含まれる場合，個々の図面への押印は要しない。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
参考用図面としての

提出が必要な書類と

してラッシングソフ

トウェアの取扱説明

書を追加。 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 B2.1 中 
104,105,107~109 の図

面が貨物固縛マニュ

アルに含まれる場合，

個々の図面への押印

は要しない旨明確化。 
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（外国籍船舶用） 
表 B2.1 図面及び書類 – 船体関係（一般） 

図面及び書類の名称*1 注記 

提出図面及び書類 船舶に保持すべき図面及び書類 

承認用 

図面等 

参考用 

図面等 

提出用 

完成 

図書 

保持用 

完成 

図書 

船体コンストラクション 

ファイル 

国際航海に 

従事する 

船舶 

SOLAS 条約

II-1 章第 3-

10 規則の適

用を受ける 

船舶 

（1 から 99 は省略） 

100 ラッシングソフト

ウェアの取扱説明

書 

(1) 国際航海に従事するコンテナ運搬船に限る。 
(2) C 編 2-1 編附属書 3.1 に規定するもの。  〇  ○   

101 貨物固縛マニュア

ル 
(1) 規則 B 編 1.2.3 が適用される船舶に限る。 

○   ○*2   

102 固定式及び非固定

式コンテナ固縛用

金物の図面 

(1) 規則 C 編 2-1 編 14.2 が適用される船舶に限る。 
○   ○*2，*3   

103 固定式コンテナ固

縛用金物の配置図 
(1) 規則 C 編 2-1 編 14.2 が適用される船舶に限る。 

○   ○*2，*3   

104 コンテナ支持構造

物の図面 
(1) 規則 C 編 2-1 編 14.2 が適用される船舶に限る。 

○   ○   

105 貨物安全アクセス

図 
(1) 規則 C 編 2-1 編 14.2 が適用される船舶に限る。 

○   ○*2，*3   

106 コンテナ積付図 (1) 規則 C 編 2-1 編 14.2 が適用される船舶に限る。 ○   ○*2，*3   
107 コンテナ固縛図 (1) 規則 C 編 2-1 編 14.2 が適用される船舶に限る。 ○   ○*2，*3   

注 

*1： 国際航海に従事する総トン数 500 トン以上の船舶にあっては，図面等に船舶識別番号を記載することを推奨する。 

*2： 本会の承認印を押印したもの又はその写し 

*3： 貨物固縛マニュアルに含まれる場合，個々の図面への押印は要しない。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
参考用図面としての

提出が必要な書類と

してラッシングソフ

トウェアの取扱説明

書を追加。 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 B2.1 中 
104,105,107~109 の図

面が貨物固縛マニュ

アルに含まれる場合，

個々の図面への押印

は要しない旨明確化。 
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鋼船規則 C 編 船体構造及び船体艤装 

2-1 編 コンテナ運搬船 

鋼船規則 C 編 船体構造及び船体艤装 

2-1 編 コンテナ運搬船 

 

3 章 構造設計の原則 3 章 構造設計の原則  

3.3 ラッシングソフトウェア 3.3 ラッシングソフトウェア  

3.3.1 一般 3.3.1 一般 
 

3.3.1.1 一般 3.3.1.1 一般 
 

国際航海に従事するコンテナ運搬船は，2-1 編附属書

3.1「ラッシングソフトウェアの要件」に適合し，かつ

14.3 に規定するコンテナ固縛強度評価を行うことがで

きるソフトウェアを船上に備えなければならない。 

国際航海に従事するコンテナ運搬船は，2-1 編附属書

3.1「ラッシングソフトウェアの要件」に適合したソフト

ウェアを船上に備えなければならない。 

国際航海に従事する

コンテナ運搬船が船

上に備えるラッシン

グソフトウェアに関

する要件を改める。 
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14 章 艤装 14 章 艤装  

14.2 コンテナ固縛設備 14.2 コンテナ固縛設備  

14.2.5 コンテナ積付図及び固縛図 14.2.5 コンテナ積付図及び固縛図 
 

14.2.5.1 一般 14.2.5.1 一般 
 

（外国籍船舶用） 
MSC.1/Circ.1353/Rev.2 4.2.1 及び 4.2.2 に規定される積

付け及び固縛図を本会に提出し，14.2.5.2 及び 14.2.5.3 に

従い承認を得なければならない。 

（外国籍船舶用） 
MSC.1/Circ.1353/Rev.2 4.2.1 及び 4.2.2 に規定される積

付け及び固縛図が船籍国主管庁により要求される場合，

当該図面を本会に提出し，14.2.5.2 及び 14.2.5.3 に従い

承認を得なければならない。 
 

コンテナ積付け図及

び固縛図の提出，承認

を強制要件とする。 

14.3 コンテナの積付け及び固縛強度評価 （新規）  

記号 

𝑧ሺ௜ሻ： コンテナスタックの最下部から i 段目のコンテ

ナ上面までの高さ（m）。ここで，i とはコンテ

ナスタックの最下段コンテナを1段目として数

えた段数のことをいう。 
𝑏௖௢௡： コンテナ幅（m） 

𝑙௖௢௡： コンテナ長さ（m） 

𝐹௩,ሺ௜ሻ： i 段目のコンテナの下部に作用するコンテナ

4 隅のうちの一端における垂直方向の荷重

（kN） 
𝐻௧௧௢௣,ሺ௜ሻ： ラッシングロッドに作用する張力を考慮

（新規）  
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し算出した i 段目のコンテナ端壁上部にお

ける船幅方向の荷重（kN） 
𝐻௧௕௧௠,ሺ௜ሻ： ラッシングロッドに作用する張力を考慮

し算出した i 段目のコンテナ端壁下部にお

ける船幅方向の荷重（kN） 
𝐹௧௧௢௣,ሺ௜ሻ： i 段目のコンテナ端壁上部における船幅方

向の荷重（kN） 
𝐹௧௕௧௠,ሺ௜ሻ： i 段目のコンテナ端壁下部における船幅方

向の荷重（kN） 
𝐹௟௧௢௣,ሺ௜ሻ： i 段目のコンテナ側壁上部における船長方

向の荷重（kN） 
𝐹௟௕௧௠,ሺ௜ሻ： i 段目のコンテナ側壁下部における船長方

向の荷重（kN） 
𝑇௫௧௢௣,ሺ௜ሻ： i 段目のコンテナ上部をインターナルラッ

シングにより固縛するラッシングロッド

に作用する張力のうち，コンテナのラッキ

ング変形に起因するラッシングロッドの

軸方向線形張力（kN） 
𝑇௫௕௧௠,ሺ௜ሻ： i 段目のコンテナ下部をインターナルラッ

シングにより固縛するラッシングロッド

に作用する張力のうち，コンテナのラッキ

ング変形に起因するラッシングロッドの

軸方向線形張力（kN） 
𝑇௘௧௢௣,ሺ௜ሻ： i 段目のコンテナ上部をエクスターナルラ

ッシングにより固縛するラッシングロッ

ドに作用する張力のうち，コンテナのラッDR
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キング変形に起因するラッシングロッド

の軸方向線形張力（kN） 
𝑇௘௕௧௠,ሺ௜ሻ： i 段目のコンテナ下部をエクスターナルラ

ッシングにより固縛するラッシングロッ

ドに作用する張力のうち，コンテナのラッ

キング変形に起因するラッシングロッド

の軸方向線形張力（kN） 
𝑆௫௧௢௣,ሺ௜ሻ： i 段目のコンテナ上部をインターナルラッ

シングにより固縛するラッシングロッド

に作用する張力のうち，ツイストロックと

すみ金具の間に生じる垂直方向及び水平

方向のセパレーションに起因するラッシ

ングロッドの軸方向非線形張力（kN） 
𝑆௫௕௧௠,ሺ௜ሻ： i 段目のコンテナ下部をインターナルラッ

シングにより固縛するラッシングロッド

に作用する張力のうち，ツイストロックと

すみ金具の間に生じる垂直方向及び水平

方向のセパレーションに起因するラッシ

ングロッドの軸方向非線形張力（kN） 
𝑆௘௧௢௣,ሺ௜ሻ： i 段目のコンテナ上部をエクスターナルラ

ッシングにより固縛するラッシングロッ

ドに作用する張力のうち，ツイストロック

とすみ金具の間に生じる垂直方向及び水

平方向のセパレーションに起因するラッ

シングロッドの軸方向非線形張力（kN） 
𝑆௘௕௧௠,ሺ௜ሻ： i 段目のコンテナ下部をエクスターナルラ

ッシングにより固縛するラッシングロッDR
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ドに作用する張力のうち，ツイストロック

とすみ金具の間に生じる垂直方向及び水

平方向のセパレーションに起因するラッ

シングロッドの軸方向非線形張力（kN） 
𝜃௫௧௢௣,ሺ௜ሻ： i 段目のコンテナ上部をインターナルラッ

シングにより固縛するラッシングロッド

の水平面に対する角度（rad） 
𝜃௫௕௧௠,ሺ௜ሻ： i 段目のコンテナ下部をインターナルラッ

シングにより固縛するラッシングロッド

の水平面に対する角度（rad） 
𝜃௘௧௢௣,ሺ௜ሻ： i 段目のコンテナ上部をエクスターナルラ

ッシングにより固縛するラッシングロッ

ドの水平面に対する角度（rad） 
𝜃௫௕௧௠,ሺ௜ሻ： i 段目のコンテナ下部をエクスターナルラ

ッシングにより固縛するラッシングロッ

ドの水平面に対する角度（rad） 

14.3.1 一般 （新規） 
 

14.3.1.1 概要 
-1. 本 14.3 はコンテナの積付け及び固縛強度評価の

手法について規定する。ここで，コンテナの積付け及び

固縛強度評価とは，コンテナスタックにおける特定の重

量配置及び固縛金物の配置に応じて，船体運動及び加速

度，風に伴いコンテナ各部及び固縛金物，船体構造に作

用する荷重を算出し，それらが許容値を上回らないこと

を確認することをいう。 
-2. 附属書 14.3A「コンテナの積付け及び固縛強度評

（新規）  
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価における荷重補正係数の適用」に従い，荷重補正係数

を用いて行われたコンテナの積付け及び固縛強度評価

の結果に基づく内容を貨物固縛マニュアルに記載する

ことができる。 
-3. 甲板上に積付けられるコンテナの積付け及び固

縛強度評価のフローチャートを図 14.3.1-1.に，貨物倉内

に積付けられるコンテナの積付け及び固縛強度評価の

フローチャートを図 14.3.1-2.に示す。 
 

図 14.3.1-1. 甲板上に積付けられるコンテナの積付け及び固縛強度評価のフローチャート 

 
 

 

  

船体運動・加速度コンテナ重量

コンテナ各部及び固縛金物に
作用する荷重

評価結果

コンテナ各部及び
固縛金物の許容荷重

（14.3.2.3）

（14.3.3）

（14.3.5）

（14.3.5.2）

風荷重

（14.3.2.4）

ラッシングロッドの張力

荷重補正係数

（附属書14.3A）

（附属書14.3B）

コンテナに作用する荷重
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図 14.3.1-2. 貨物倉内に積付けられるコンテナの積付け及び固縛強度評価のフローチャート 

 
 

 

14.3.1.2 適用 
国際航海に従事するコンテナ運搬船については，

14.2.5.1 に従って提出するコンテナ固縛図は本 14.3 に規

定するコンテナの積付け及び固縛強度評価に適合した

ものでなければならない。 

（新規） 
 

14.3.1.3 前提条件 
-1. 本 14.3 に規定するコンテナの積付け及び固縛強

度評価は，次の(1)から(8)に示す条件を前提とする。 
(1) パラメトリックローリング等の船舶の過大な運

動は考慮しない。 

（新規） 
「コンテナの積付け

及び固縛に関するガ

イドライン」1 章に対

応。 

コンテナを積付ける
二重底の許容荷重

（14.3.5.1）

船体運動・加速度コンテナ重量

コンテナ各部に作用する荷重

評価結果

コンテナ各部の許容荷重

（14.3.2.3）

（14.3.4）

（14.3.5）

（14.3.5.2）

コンテナに作用する荷重
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(2) 強度評価にあたって設定する条件を超える船体

運動及び海象等は考慮しない。 
(3) コンテナの長さ方向が船長方向に沿って配置さ

れる。 
(4) コンテナ及び固縛金物，ラッシングブリッジ等

が健全な状態にある。 
(5) コンテナにはラッキング変形のみが生じる。 
(6) コンテナの寸法が，ISO1496-1 等の適当な国際規

格に依拠している。 
(7) コンテナを甲板上に積付ける場合，前(1)から(6)

に加え，次の(a)から(e)に示す条件を前提とする。 
(a) 航行中のコンテナの移動や転倒を防止する

ためにコンテナは非固定式固縛用金物（ラッ

シングロッド，ターンバックル，ツイストロ

ック等）により固縛される。 
(b) 船体上又はハッチカバー上に設けられたデ

ッキソケットの上にコンテナを積付け，デッ

キソケットと 1 段目のコンテナ間及び上下

のコンテナ間にツイストロックを備えるこ

とにより，コンテナの上下及び水平方向の移

動を抑えられる。さらに，ラッシングブリッ

ジ又はハッチカバー上に固着されたアイプ

レートとコンテナ前後面のすみ金具は，ラッ

シングロッド及びターンバックルにより固

縛される。甲板上のコンテナ固縛方法の例を

図 14.3.1-3.に示す。 
(c) コンテナの前後端壁が，同一の方法により固

縛される。ラッシングロッドによるコンテナDR
AF
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の固縛は，インターナルラッシング又はエク

スターナルラッシングにより行われる。ラッ

シングロッドによるコンテナ固縛方法の例

を図 14.3.1-4.に示す。 
(d) ラッシングロッドによるコンテナの積付け

及び固縛強度評価への影響は，図 14.3.1-5.に
示す通り，インターナルラッシングの場合と

エクスターナルラッシングの場合で，それぞ

れコンテナのラッキング変形により張力が

生じるラッシングロッドのみを考慮する。な

お，コンテナ長手方向のラッキング変形を考

慮して強度評価を行う場合については，ラッ

シングロッドによる影響を考慮しない。 
(e) ハッチカバーのスタックロードの制限荷重

の範囲内でコンテナが積付けられる。 
(8) コンテナを貨物倉内に積付ける場合，前(1)から

(6)に加え，次の(a)から(c)に示す条件を前提とす

る。 
(a) セルガイド構造により航行中のコンテナの

移動や転倒が抑えられるため，コンテナは固

縛されない。間隙が十分小さいセルガイドに

よってコンテナの 4 隅が支持されている場

合，コンテナに作用する船幅方向の荷重はセ

ルガイドによって受け持たれる。セルガイド

構造の概要を図 14.3.1-6.に示す。 
(b) 40 フィートコンテナベイに 20 フィートコン

テナベイを積付ける場合，20 フィートコン

テナの片側がセルガイドによって支持されDR
AF
T
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ないため，コンテナガイドやスタッカーによ

りコンテナの移動が抑えられる。 
(c) 二重底のスタックロードの制限荷重の範囲

内でコンテナが積付けられる。 
 

図 14.3.1-3. 甲板上のコンテナ固縛方法の例 
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図 14.3.1-4. ラッシングロッドによるコンテナ固縛方法の例 
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図 14.3.1-5. 固縛強度評価への寄与を考慮するラッシングロッド 

 
 

 

  

インターナルラッシング エクスターナルラッシング

実線：固縛強度評価への寄与を考慮するラッシングロッド

破線：固縛強度評価への寄与を考慮しないラッシングロッド
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図 14.3.1-6. セルガイド構造の概要 

 
 

 

14.3.1.4 評価対象及び評価対象に応じて考慮する条件 
表 14.3.1-1.に示す評価対象のそれぞれについて，表中

に規定する積付位置において強度評価を行わなければ

ならない。なお，評価対象に応じ，表 14.3.1-1.に規定す

る波条件を考慮しなければならない。波条件 LC1，LC2
及び LC3 のそれぞれの波向き及び代表的な特徴は表

14.3.1-2.による。 

（新規） 
評価対象ごとに，評価

すべき積付位置と考

慮する波条件を整理

する。 DR
AF
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表 14.3.1-1. 評価対象に応じ考慮する積付位置及び波条件 

評価対象 

積付位置 波条件 

部材／固縛金物 荷重 

コンテナ前後端壁 幅方向ラッキング荷重 甲板上／貨物倉内 LC1／LC3 

コンテナ左右側壁 長さ方向ラッキング荷重 甲板上 LC2 

コンテナ 
コーナーポスト 

圧縮荷重 甲板上／貨物倉内  

 
ラッシングロッド張力により作用する 

水平方向荷重 
  

コンテナすみ金具 

 

ラッシングロッド張力により作用する 
垂直方向荷重 

 
 

甲板上 
LC1／LC3 

 圧縮荷重   

ツイストロック 
せん断荷重   

引張荷重   

ラッシングロッド 引張荷重   
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表 14.3.1-2. 波条件 

波条件 波向き 代表的な特徴 考慮する風向き 

LC1 

LC1-1P 横波 左舷が波上側 down ロール角が最小 右舷が風上側 

LC1-2P 横波 左舷が波上側 up ロール角が最大 左舷が風上側 

LC1-1S 横波 右舷が波上側 down ロール角が最大 左舷が風上側 

LC1-2S 横波 右舷が波上側 up ロール角が最小 右舷が風上側 

LC2 向波 ピッチ角最大 - 

LC3 

LC3-1P 斜波 左舷が波上側 up ピッチ角加速度最大 左舷が風上側 

LC3-2P 斜波 左舷が波上側 down ピッチ角加速度最小 右舷が風上側 

LC3-1S 斜波 右舷が波上側 up ピッチ角加速度最大 右舷が風上側 

LC3-2S 斜波 右舷が波上側 down ピッチ角加速度最小 左舷が風上側 

（備考） 

ロール及びピッチの正負の定義は 1 編 4.1.3.2 による。 

波上側 down 及び波上側 up の定義は 1 編表 4.6.2-3.による。 

 
 

「コンテナの積付け

及び固縛に関するガ

イドライン」5.4 に対

応。波条件 LC3 につい

ては C 編 2-9 編 4 章に

規定の等価設計波 AV
の概念を導入し新た

に設定する。 
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14.3.2  各コンテナに作用する荷重 （新規） 
 

14.3.2.1 一般 
コンテナの積付け及び固縛強度評価において，コンテ

ナに作用する荷重として，船体運動及び加速度に起因す

る重力の傾斜成分と加速度による荷重及び風により作

用する荷重を考慮しなければならない。本会が必要と認

める場合，これら以外の荷重を考慮するよう要求する場

合がある。 

（新規） 
「コンテナの積付け

及び固縛に関するガ

イドライン」5.1 に対

応。 

14.3.2.2 船体運動により各コンテナに作用する荷重 
-1. 表 14.3.1-2.に規定する波条件 LC1，LC2 及び LC3

において，各コンテナに作用する荷重𝐹௟，𝐹௧，𝐹௩（kN）
は，表 14.3.2-1.によらなければならない。 

-2. 各コンテナに作用する荷重の計算にあたり，附属

書 14.3A「コンテナの積付け及び固縛強度評価における

荷重補正係数の適用」に従い荷重補正係数を用いること

ができる。 

（新規） 
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表 14.3.2-1. 各コンテナに作用する荷重 

波条件 船長方向の荷重𝐹௟（kN） 船幅方向の荷重𝐹௧（kN） 垂直方向の荷重𝐹௩（kN）(1) 

LC1 

LC1-1P 0 
െ𝑀ሾെ𝑔 ∙ sin𝜃 

൅ሺെ0.2𝑓 ൅ 0.2ሻ𝑎ଶ െ 𝑎ସሺ𝑧 െ 𝑧ீሻሿ 
𝑀ሾ𝑔 ∙ cos𝜃 

൅ሺ0.7 െ 0.4𝑓 ሻ𝑎ଷ ൅ 𝑎ସ𝑦ሿ 

LC1-2P 0 
െ𝑀ሾ𝑔 ∙ sin𝜃 

൅ሺ0.2𝑓 െ 0.2ሻ𝑎ଶ ൅ 𝑎ସሺ𝑧 െ 𝑧ீሻሿ 
𝑀ሾ𝑔 ∙ cos𝜃 

൅ሺെ0.7 ൅ 0.4𝑓 ሻ𝑎ଷ െ 𝑎ସ𝑦ሿ 

LC1-1S 0 
െ𝑀ሾ𝑔 ∙ sin𝜃 

൅ሺ0.2𝑓 െ 0.2ሻ𝑎ଶ ൅ 𝑎ସሺ𝑧 െ 𝑧ீሻሿ 
𝑀ሾ𝑔 ∙ cos𝜃 

൅ሺ0.7 െ 0.4𝑓 ሻ𝑎ଷ െ 𝑎ସ𝑦ሿ 

LC1-2S 0 
െ𝑀ሾെ𝑔 ∙ sin𝜃 

൅ሺെ0.2𝑓 ൅ 0.2ሻ𝑎ଶ െ 𝑎ସሺ𝑧 െ 𝑧ீሻሿ 
𝑀ሾ𝑔 ∙ cos𝜃 

൅ሺെ0.7 ൅ 0.4𝑓 ሻ𝑎ଷ ൅ 𝑎ସ𝑦ሿ 

LC2 െ𝑀ሾ𝑔 ∙ sin𝜙 ൅ ሺ𝑧 െ 𝑧ீሻ𝑎ହሿ - - 

LC3 

LC3-1P 
െ𝑀ሾെ0.5𝑔 ∙ sin𝜙 

൅0.1𝑎ଵ െ 0.95𝑎ହሺ𝑧 െ 𝑧ீሻሿ 

െ𝑀ሾ0.1𝑔 ∙ sin𝜃 
൅0.01𝐺𝑀𝑎ଶ ൅ 0.1𝑎ସሺ𝑧 െ 𝑧ீሻ 

െ0.9𝑎଺ሺ𝑥 െ 𝑥ீሻሿ 

𝑀 ൤𝑔 ൅ ൬1.7
𝜆஺௏
𝐿஼

െ 0.6൰ 𝑎ଷ 

െ0.1𝑎ସ𝑦 ൅ 0.95𝑎ହሺ𝑥 െ 𝑥ீሻሿ 

LC3-2P 
െ𝑀ሾ0.5𝑔 ∙ sin𝜙 

െ0.1𝑎ଵ ൅ 0.95𝑎ହሺ𝑧 െ 𝑧ீሻሿ 

െ𝑀ሾെ0.1𝑔 ∙ sin𝜃 
െ0.01𝐺𝑀𝑎ଶ െ 0.1𝑎ସሺ𝑧 െ 𝑧ீሻ 

൅0.9𝑎଺ሺ𝑥 െ 𝑥ீሻሿ 

𝑀 ൤𝑔 ൅ ൬െ1.7
𝜆஺௏
𝐿஼

൅ 0.6൰ 𝑎ଷ 

൅0.1𝑎ସ𝑦 െ 0.95𝑎ହሺ𝑥 െ 𝑥ீሻሿ 

LC3-1S 
െ𝑀ሾെ0.5𝑔 ∙ sin𝜙 

൅0.1𝑎ଵ െ 0.95𝑎ହሺ𝑧 െ 𝑧ீሻሿ 

െ𝑀ሾെ0.1𝑔 ∙ sin𝜃 
െ0.01𝐺𝑀𝑎ଶ െ 0.1𝑎ସሺ𝑧 െ 𝑧ீሻ 

൅0.9𝑎଺ሺ𝑥 െ 𝑥ீሻሿ 

𝑀 ൤𝑔 ൅ ൬1.7
𝜆஺௏
𝐿஼

െ 0.6൰ 𝑎ଷ 

൅0.1𝑎ସ𝑦 ൅ 0.95𝑎ହሺ𝑥 െ 𝑥ீሻሿ 

LC3-2S 
െ𝑀ሾ0.5𝑔 ∙ sin𝜙 

െ0.1𝑎ଵ ൅ 0.95𝑎ହሺ𝑧 െ 𝑧ீሻሿ 

െ𝑀ሾ0.1𝑔 ∙ sin𝜃 
൅0.01𝐺𝑀𝑎ଶ ൅ 0.1𝑎ସሺ𝑧 െ 𝑧ீሻ 

െ0.9𝑎଺ሺ𝑥 െ 𝑥ீሻሿ 

𝑀 ൤𝑔 ൅ ൬െ1.7
𝜆஺௏
𝐿஼

൅ 0.6൰ 𝑎ଷ 

െ0.1𝑎ସ𝑦 െ 0.95𝑎ହሺ𝑥 െ 𝑥ீሻሿ 

（備考） 
M： コンテナ 1 個当たりの質量（t） 

「コンテナの積付け

及び固縛に関するガ

ドライン」5.4 に対応。

C 編に規定される等価

設計波の概念を導入

し荷重算式を見直す。 
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𝑎ଵ，𝑎ଶ，𝑎ଷ，𝑎ସ，𝑎ହ，𝑎଺： 1 編 4.2.3 の規定による。なお，最大荷重状態における値を用いる。 
𝑥，y，z： 各コンテナ重心位置の座標（m）。なお，コンテナ底面からコンテナ重心位置までの垂直距離ℎ௖௚（m）は，次の算

式による値を標準とする。 
ℎ௖௚ ൌ 0.33ℎ௖௢௡ 

ℎ௖௢௡：各コンテナの高さ（m） 
𝜃，𝜙： 1 編 4.2.2 の規定による。なお，最大荷重状態における値を用いる。 
𝑥ீ： 船体重心位置の X 座標（m）で，𝑥ீ ൌ ሺ0.36 ൅ 0.2𝐶஻_௅஼ሻ𝐿஼とする。ただし，考慮する積付状態に応じた重量分布に

基づき算出した値を用いても差し支えない。 
𝑧ீ： 考慮する積付状態における船体重心位置の Z 座標（m） 
𝐺𝑀： メタセンタ高さ（m）で，ローディングマニュアルに記載されている考慮する積付状態における値(2)を用いる。 
𝜆஺௏： 2-9 編表 4.3.2-5.による。 

(1) 1 編 1.4.3.6 によらず，垂直方向の荷重 𝐹௩ は下方向に作用する向きを正とする。 
(2) 𝐺𝑀は 0.002𝐵ଶ未満としてはならない。 

 
 

14.3.2.3 風により各コンテナに作用する荷重 
-1. 14.3.3に規定する甲板上に積付けられるコンテナ

の積付け及び固縛強度評価において，波条件 LC1 及び

LC3 における強度評価を行う場合は，表 14.3.2-1.に規定

する荷重に加え，本 14.3.2.3 に規定する風によりコンテ

ナに作用する荷重を考慮しなければならない。 
-2. 風により作用する荷重は，コンテナの船幅方向の

みに働くものとする。 
-3. 風により作用する荷重は最舷側に積付けられた

コンテナにのみ働くものとする。 
-4. 風により各コンテナに作用する荷重は次の(1)及

び(2)によらなければならない。 
(1) 各コンテナに作用する風圧 𝑃௪௜௡ௗ（kN/m2）は次の

算式による。 
𝑃௪௜௡ௗ ൌ 0.611𝐶௣𝑈ଶ ∙ 10ିଷ 

（新規） 
「コンテナの積付け

及び固縛に関するガ

イドライン」5.5 に対

応。 
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𝐶௣： 圧力係数で，風向きに応じて次による。な

お，図 14.3.2-1.に示す通り，風によりコン

テナに作用する荷重はコンテナ壁面が風

上側となる場合には正圧として，コンテナ

壁面が風下側となる場合には負圧として

働く。 
コンテナ壁面が風上側となる場合（正圧）：
𝐶௣ ൌ 1.0 

コンテナ壁面が風下側となる場合（負圧）：

𝐶௣ ൌ 0.5 

𝑈： 設計風速（m/s）で，36 m/s を標準とする。

ただし，航海の態様等を考慮し，適切な値

を用いなければならない。 
(2) 各コンテナに作用する船幅方向の荷重𝐹௪௜௡ௗ

（kN）は，次の算式による。 
𝐹௪௜௡ௗ ൌ 𝑃௪௜௡ௗ ∙ 𝐴 cos𝜃 

𝐴： コンテナ側壁の面積（m2） 
𝜃： 1 編 4.2.2 の規定による。なお，最大荷重状

態における値を用いる。 

  

DR
AF
T



  

「コンテナの積付け及び固縛強度評価」 新旧対照表 
新 旧 備考 

 

26/82 

図 14.3.2-1. 風向きに応じた風圧 

 
 

 

14.3.3  甲板上に積付けられるコンテナスタックに作

用する荷重 
（新規） 

 

14.3.3.1 一般 
甲板上に積付けられるコンテナの積付け及び固縛強

度評価においては，波条件 LC1 及び LC3 に対する評価

は全てのコンテナの前後端壁及びそれらに接続されて

いる固縛金物やすみ金具に対して行わなければならな

い。また，波条件 LC2 に対する評価は全てのコンテナの

左右側壁に対して行わなければならない。 

（新規）  

14.3.3.2 強度評価対象 
-1. 甲板上に積付けられるコンテナの積付け及び固縛

強度評価においては，次の(1)から(9)に示すコンテナ各部

及びコンテナ固縛金物に作用する荷重を計算しなけれ

（新規） 「コンテナの積付け

及び固縛に関するガ

イドライン」6.4.3.2 に

対応。 

θ

U

U

正圧

負圧

y

z

θ

U

U

負圧

正圧

y

z
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ばならない。 
(1) コンテナの幅方向ラッキング荷重 
(2) コンテナの長さ方向ラッキング荷重 
(3) コンテナのコーナーポストに生じる圧縮荷重 
(4) ラッシングロッドに作用する張力により生じる

コンテナのすみ金具に対する水平方向荷重 
(5) ラッシングロッドに作用する張力により生じる

コンテナのすみ金具に対する垂直方向荷重 
(6) コンテナのすみ金具に生じる圧縮荷重 
(7) ツイストロックに生じるせん断荷重 
(8) ツイストロックに生じる引張荷重 
(9) ラッシングロッドに生じる引張荷重 
-2. 波条件 LC1，LC2 及び LC3 のそれぞれにおいて，

表 14.3.3-1.に示す強度評価対象の荷重について評価を

行わなければならない。 
 

表 14.3.3-1. 波条件ごとの強度評価対象 

波条件 強度評価対象 

LC1 (1), (3), (4), (5), (6), (7), (8), (9)  

LC2 (2) 

LC3 (1), (3), (4), (5), (6), (7), (8), (9) 
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14.3.3.3 コンテナに作用する荷重の分配 
-1. コンテナ前後端壁それぞれの上部及び下部に作

用する船幅方向荷重の計算は次の(1)から(4)によらなけ

ればならない。 
(1) 14.3.2.2 に従い，評価対象コンテナスタックの i

段目のコンテナに作用する船幅方向荷重𝐹௧（kN）
を求める。 

(2) i 段目のコンテナ前後端壁の一方における船幅

方向荷重𝐹௧,ሺ௜ሻ（kN）を次の算式により求める。 

𝐹௧,ሺ௜ሻ ൌ
𝐹௧
2  

(3) 14.3.2.3 に従い，風により i 段目のコンテナに作

用する荷重𝐹௪௜௡ௗ（kN）を求める。 

(4) i 段目のコンテナ前後端壁それぞれの上部及び

下部に作用する船幅方向荷重𝐹௧௧௢௣,ሺ௜ሻ（kN）及び

𝐹௧௕௧௠,ሺ௜ሻ（kN）を次の算式により求める。 

𝐹௧௧௢௣,ሺ௜ሻ ൌ 𝛼௖௢௡ ∙ 𝐹௧,ሺ௜ሻ ൅
𝐹௪௜௡ௗ

4  

𝐹௧௕௧௠,ሺ௜ሻ ൌ ሺ1 െ 𝛼௖௢௡ሻ𝐹௧,ሺ௜ሻ ൅
𝐹௪௜௡ௗ

4  

𝛼௖௢௡：コンテナ底面からコンテナ重心までの距

離のコンテナ 1 個当たりの高さに対する

割合 
-2. コンテナ左右側壁それぞれの上部及び下部に作

用する船長方向荷重の計算は次の(1)から(3)によらなけ

ればならない。 
(1) 14.3.2.2 に従い，評価対象コンテナスタックの i

（新規） 
「コンテナの積付け

及び固縛に関するガ

イドライン」6.4.2 に対

応。 
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段目のコンテナに作用する船長方向荷重𝐹௟（kN）
を求める。 

(2) i 段目のコンテナ左右側壁の一方における船長

方向荷重𝐹௟,ሺ௜ሻ（kN）を次の算式により求める。 

𝐹௟,ሺ௜ሻ ൌ
𝐹௟
2  

(3) i 段目のコンテナ左右側壁それぞれの上部及び

下部に作用する船長方向荷重𝐹௟௧௢௣,ሺ௜ሻ（kN）及び

𝐹௟௕௧௠,ሺ௜ሻ（kN）を次の算式により求める。 

𝐹௟௧௢௣,ሺ௜ሻ ൌ 𝛼௖௢௡ ∙ 𝐹௟,ሺ௜ሻ 
𝐹௟௕௧௠,ሺ௜ሻ ൌ ሺ1 െ 𝛼௖௢௡ሻ𝐹௟,ሺ௜ሻ 
𝛼௖௢௡：前-1.(4)による。 

-3. コンテナの下部に作用する垂直方向荷重の計算は

次の(1)及び(2)によらなければならない。 
(1) 14.3.2.2 に従い，評価対象コンテナスタックの i

段目のコンテナに作用する垂直方向荷重𝐹௩（kN）
を求める。 

(2) i 段目のコンテナの下部に作用するコンテナ 4 隅

のうちの一端における垂直方向荷重𝐹௩,ሺ௜ሻ（kN）を

次の算式により求める。 

𝐹௩,ሺ௜ሻ ൌ
𝐹௩
4  

 

14.3.3.4 コンテナ各部及び固縛金物に作用する荷重の

計算 
-1. 波条件 LC1 及び LC2，LC3 において，甲板上に積

付けられる n 段積みコンテナスタックのコンテナ各部

（新規） 
「コンテナの積付け

及び固縛に関するガ

イドライン」6.4.3.2 に

対応。 
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及びコンテナ固縛金物に作用する荷重はそれぞれ表

14.3.3-2.から表 14.3.3-4.によらなければならない。なお，

甲板上に積付けられる n 段積みコンテナスタックにお

いて，コンテナ各部及びコンテナ固縛金物に対する荷重

は図 14.3.3-1.に示すように働く。 
-2. 甲板上において，20 フィートコンテナを船長方

向に並べて 2 個積付け，さらに 20 フィートコンテナの

頂部に 1段以上の 40フィートコンテナを積付ける場合，

前-1.による計算にあたって，次の(1)及び(2)によらなけ

ればならない。 
(1) 40 フィートコンテナ両端の位置においては，当

該スタックのコンテナがすべて 40フィートコン

テナであるとみなして計算しなければならな

い。その際，20 フィートコンテナの段において

は，20 フィートコンテナ 1 つの重量を 40 フィー

トコンテナ 1 つの重量とみなして計算する。 
(2) 20 フィートコンテナが向かい合っている位置に

おいては，固縛がされていないものとみなして

計算を行わなければならない。その際，40 フィ

ートコンテナの重量及び慣性力を考慮する必要

はない。 

 
 
 
 
一般に“Russian-stow”

と呼ばれる積付けを

行った際の評価方法

を明文化する。 
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表 14.3.3-2. 荷重ケース LC1 におけるコンテナ各部及びコンテナ固縛金物に作用する荷重 

荷重 算式 

(1) 
j 段目コンテナ端壁上部における 

幅方向ラッキング荷重 
෍𝐻௧௧௢௣,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀ௝

൅ ෍ 𝐻௧௕௧௠,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀ௝ାଵ

 

(2) 
j 段目コンテナの 

コーナーポストに生じる圧縮荷重 

෍ 𝐹௩,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀ௝ାଵ

൅෍൬𝐻௧௧௢௣,ሺ௜ሻ
𝑧ሺ௜ሻ െ 𝑧ሺ௝ିଵሻ

𝑏௖௢௡
൰

௡

௜ୀ௝

൅෍൬𝐻௧௕௧௠,ሺ௜ାଵሻ
𝑧ሺ௜ሻ െ 𝑧ሺ௝ିଵሻ

𝑏௖௢௡
൰

௡ିଵ

௜ୀ௝

 

൅෍𝑇௫௧௢௣,ሺ௜ሻ sin𝜃௫௧௢௣,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀ௝

൅ ෍ 𝑇௫௕௧௠,ሺ௜ሻ sin𝜃௫௕௧௠,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀ௝ାଵ

൅෍𝑆௫௧௢௣,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀ௝

sin𝜃௫௧௢௣,ሺ௜ሻ

൅ ෍ 𝑆௫௕௧௠,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀ௝ାଵ

sin𝜃௫௕௧௠,ሺ௜ሻ 

(3) 

j 段目コンテナを固縛する 
ラッシングロッドに作用する張力により 
生じるコンテナのすみ金具に対する 

水平方向荷重 

インターナルラッシングの場合： 

൫𝑇௫௧௢௣,ሺ௝ሻ ൅ 𝑆௫௧௢௣,ሺ௝ሻ൯ cos𝜃௫௧௢௣,ሺ௝ሻ，ሺ𝑇௫௕௧௠,ሺ௝ሻ ൅ 𝑆௫௕௧௠,ሺ௝ሻሻ cos𝜃௫௕௧௠,ሺ௝ሻ 

エクスターナルラッシングの場合： 

൫𝑇௘௧௢௣,ሺ௝ሻ ൅ 𝑆௘௧௢௣,ሺ௝ሻ൯ cos𝜃௘௧௢௣,ሺ௝ሻ，ሺ𝑇௘௕௧௠,ሺ௝ሻ ൅ 𝑆௘௕௧௠,ሺ௝ሻሻ cos𝜃௘௕௧௠,ሺ௝ሻ 

(4) 

j 段目コンテナを固縛する 
ラッシングロッドに作用する張力により 
生じるコンテナのすみ金具に対する 

垂直方向荷重 

インターナルラッシングの場合： 

൫𝑇௫௧௢௣,ሺ௝ሻ ൅ 𝑆௫௧௢௣,ሺ௝ሻ൯ sin𝜃௫௧௢௣,ሺ௝ሻ，൫𝑇௫௕௧௠,ሺ௝ሻ ൅ 𝑆௫௕௧௠,ሺ௝ሻ൯ sin𝜃௫௕௧௠,ሺ௝ሻ 
エクスターナルラッシングの場合： 

൫𝑇௘௧௢௣,ሺ௝ሻ ൅ 𝑆௘௧௢௣,ሺ௝ሻ൯ sin𝜃௘௧௢௣,ሺ௝ሻ，൫𝑇௘௕௧௠,ሺ௝ሻ ൅ 𝑆௘௕௧௠,ሺ௝ሻ൯ sin𝜃௘௕௧௠,ሺ௝ሻ 

(5) 
j 段目コンテナ下部の 

すみ金具に生じる圧縮荷重 

෍𝐹௩,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀ௝

൅෍൬𝐻௧௧௢௣,ሺ௜ሻ
𝑧ሺ௜ሻ െ 𝑧ሺ௝ିଵሻ

𝑏௖௢௡
൰

௡

௜ୀ௝

൅෍ ൬𝐻௧௕௧௠,ሺ௜ାଵሻ
𝑧ሺ௜ሻ െ 𝑧ሺ௝ିଵሻ

𝑏௖௢௡
൰

௡ିଵ

௜ୀ௝

 

൅෍𝑇௫௧௢௣,ሺ௜ሻ sin𝜃௫௧௢௣,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀ௝

൅෍𝑇௫௕௧௠,ሺ௜ሻ sin𝜃௫௕௧௠,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀ௝

൅෍𝑆௫௧௢௣,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀ௝

sin𝜃௫௧௢௣,ሺ௜ሻ

൅෍𝑆௫௕௧௠,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀ௝

sin𝜃௫௕௧௠,ሺ௜ሻ 

 
「コンテナの積付け

及び固縛に関するガ

イドライン」6.4.3.2 に

対応。 
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(6) 
j 段目コンテナ下部の 

ツイストロックに生じるせん断荷重 
0.5෍ሺ𝐻௧௧௢௣,ሺ௜ሻ ൅ 𝐻௧௕௧௠,ሺ௜ሻሻ

௡

௜ୀ௝

 

(7) 
j 段目コンテナ下部の 

ツイストロックに生じる引張荷重 

െ෍𝐹௩,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀ௝

൅෍൬𝐻௧௧௢௣,ሺ௜ሻ
𝑧ሺ௜ሻ െ 𝑧ሺ௝ିଵሻ

𝑏௖௢௡
൰ ൅෍ ൬𝐻௧௕௧௠,ሺ௜ାଵሻ

𝑧ሺ௜ሻ െ 𝑧ሺ௝ିଵሻ
𝑏௖௢௡

൰
௡ିଵ

௜ୀ௝

௡

௜ୀ௝

 

െ෍𝑇௘௧௢௣,ሺ௜ሻ sin𝜃௘௧௢௣,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀ௝

െ෍𝑇௘௕௧௠,ሺ௜ሻ sin𝜃௘௕௧௠,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀ௝

െ෍𝑆௘௧௢௣,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀ௝

sin𝜃௘௧௢௣,ሺ௜ሻ

െ෍𝑆௘௕௧௠,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀ௝

sin𝜃௘௕௧௠,ሺ௜ሻ 

(8) 
j 段目コンテナを固縛する 

ラッシングロッドに生じる引張荷重 

インターナルラッシングの場合： 

𝑇௫௧௢௣,ሺ௝ሻ ൅ 𝑆௫௧௢௣,ሺ௝ሻ，𝑇௫௕௧௠,ሺ௝ሻ ൅ 𝑆௫௕௧௠,ሺ௝ሻ  
エクスターナルラッシングの場合： 

𝑇௘௧௢௣,ሺ௝ሻ ൅ 𝑆௘௧௢௣,ሺ௝ሻ，𝑇௘௕௧௠,ሺ௝ሻ ൅ 𝑆௘௕௧௠,ሺ௝ሻ  

（備考） 

𝐻௧௧௢௣,ሺ௜ሻ，𝐻௧௕௧௠,ሺ௜ሻ：附属書 14.3B「ラッシングロッドに作用する張力の計算方法」の An3.2.3-3.による。 

𝑇௫௧௢௣,ሺ௜ሻ，𝑇௫௕௧௠,ሺ௜ሻ，𝑇௘௧௢௣,ሺ௜ሻ，𝑇௘௕௧௠,ሺ௜ሻ：附属書 14.3B の表 An2 による。 

𝑆௫௧௢௣,ሺ௜ሻ，𝑆௫௕௧௠,ሺ௜ሻ，𝑆௘௧௢௣,ሺ௜ሻ，𝑆௘௕௧௠,ሺ௜ሻ：附属書 14.3B の表 An3 による。 
 

 
表 14.3.3-3. 波条件 LC2 におけるコンテナ各部及びコンテナ固縛金物に作用する荷重 

荷重 算式 

(1) 
j 段目コンテナ左右側壁上部における 

長さ方向ラッキング荷重 
෍ห𝐹௟௧௢௣,ሺ௜ሻห
௡

௜ୀ௝

൅ ෍ ห𝐹௟௕௧௠,ሺ௜ሻห
௡

௜ୀ௝ାଵ

 

 

 
「コンテナの積付け

及び固縛に関するガ

イドライン」6.4.3.2 に

対応。 
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表 14.3.3-4. 波条件 LC3 におけるコンテナ各部及びコンテナ固縛金物に作用する荷重 

荷重 算式 

(1) 
j 段目コンテナ端壁上部における 

幅方向ラッキング荷重 
෍𝐻௧௧௢௣,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀ௝

൅ ෍ 𝐻௧௕௧௠,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀ௝ାଵ

 

(2) 
j 段目コンテナの 

コーナーポストに生じる圧縮荷重 

෍ 𝐹௩,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀ௝ାଵ

൅෍൬𝐻௧௧௢௣,ሺ௜ሻ
𝑧ሺ௜ሻ െ 𝑧ሺ௝ିଵሻ

𝑏௖௢௡
൰

௡

௜ୀ௝

൅෍ ൬𝐻௧௕௧௠,ሺ௜ାଵሻ
𝑧ሺ௜ሻ െ 𝑧ሺ௝ିଵሻ

𝑏௖௢௡
൰

௡ିଵ

௜ୀ௝

 

൅෍𝑇௫௧௢௣,ሺ௜ሻ sin𝜃௫௧௢௣,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀ௝

൅ ෍ 𝑇௫௕௧௠,ሺ௜ሻ sin𝜃௫௕௧௠,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀ௝ାଵ

൅෍𝑆௫௧௢௣,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀ௝

sin𝜃௫௧௢௣,ሺ௜ሻ

൅ ෍ 𝑆௫௕௧௠,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀ௝ାଵ

sin𝜃௫௕௧௠,ሺ௜ሻ 

൅෍൬ห𝐹௟௧௢௣,ሺ௜ሻห
𝑧ሺ௜ሻ െ 𝑧ሺ௝ିଵሻ

𝑙௖௢௡
൰

௡

௜ୀ௝

൅෍൬ห𝐹௟௕௧௠,ሺ௜ାଵሻห
𝑧ሺ௜ሻ െ 𝑧ሺ௝ିଵሻ

𝑙௖௢௡
൰

௡ିଵ

௜ୀ௝

 

(3) 

j 段目コンテナを固縛する 

ラッシングロッドに作用する張力により

生じるコンテナのすみ金具に対する 

水平方向荷重 

インターナルラッシングの場合： 

൫𝑇௫௧௢௣,ሺ௝ሻ ൅ 𝑆௫௧௢௣,ሺ௝ሻ൯ cos𝜃௫௧௢௣,ሺ௝ሻ，൫𝑇௫௕௧௠,ሺ௝ሻ ൅ 𝑆௫௕௧௠,ሺ௝ሻ൯ cos𝜃௫௕௧௠,ሺ௝ሻ 

エクスターナルラッシングの場合： 

൫𝑇௘௧௢௣,ሺ௝ሻ ൅ 𝑆௘௧௢௣,ሺ௝ሻ൯ cos𝜃௘௧௢௣,ሺ௝ሻ，ሺ𝑇௘௕௧௠,ሺ௝ሻ ൅ 𝑆௘௕௧௠,ሺ௝ሻሻ cos𝜃௘௕௧௠,ሺ௝ሻ 

(4) 

j 段目コンテナを固縛する 

ラッシングロッドに作用する張力により

生じるコンテナのすみ金具に対する 

垂直方向荷重 

インターナルラッシングの場合： 

൫𝑇௫௧௢௣,ሺ௝ሻ ൅ 𝑆௫௧௢௣,ሺ௝ሻ൯ sin𝜃௫௧௢௣,ሺ௝ሻ，൫𝑇௫௕௧௠,ሺ௝ሻ ൅ 𝑆௫௕௧௠,ሺ௝ሻ൯ sin𝜃௫௕௧௠,ሺ௝ሻ 
エクスターナルラッシングの場合： 

൫𝑇௘௧௢௣,ሺ௝ሻ ൅ 𝑆௘௧௢௣,ሺ௝ሻ൯ sin𝜃௘௧௢௣,ሺ௝ሻ，൫𝑇௘௕௧௠,ሺ௝ሻ ൅ 𝑆௘௕௧௠,ሺ௝ሻ൯ sin𝜃௘௕௧௠,ሺ௝ሻ 

波条件LC3における荷

重算式を新たに規定

する。 
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(5) 
j 段目コンテナ下部の 

すみ金具に生じる圧縮荷重 

෍𝐹௩,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀ௝

൅෍൬𝐻௧௧௢௣,ሺ௜ሻ
𝑧ሺ௜ሻ െ 𝑧ሺ௝ିଵሻ

𝑏௖௢௡
൰

௡

௜ୀ௝

൅෍ ൬𝐻௧௕௧௠,ሺ௜ାଵሻ
𝑧ሺ௜ሻ െ 𝑧ሺ௝ିଵሻ

𝑏௖௢௡
൰

௡ିଵ

௜ୀ௝

 

൅෍𝑇௫௧௢௣,ሺ௜ሻ sin𝜃௫௧௢௣,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀ௝

൅෍𝑇௫௕௧௠,ሺ௜ሻ sin𝜃௫௕௧௠,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀ௝

൅෍𝑆௫௧௢௣,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀ௝

sin𝜃௫௧௢௣,ሺ௜ሻ

൅෍𝑆௫௕௧௠,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀ௝

sin𝜃௫௕௧௠,ሺ௜ሻ 

൅෍൬ห𝐹௟௧௢௣,ሺ௜ሻห
𝑧ሺ௜ሻ െ 𝑧ሺ௝ିଵሻ

𝑙௖௢௡
൰

௡

௜ୀ௝

൅෍൬ห𝐹௟௕௧௠,ሺ௜ାଵሻห
𝑧ሺ௜ሻ െ 𝑧ሺ௝ିଵሻ

𝑙௖௢௡
൰

௡ିଵ

௜ୀ௝

 

(6) 
j 段目コンテナ下部の 

ツイストロックに生じるせん断荷重 
0.5෍ሺ𝐻௧௧௢௣,ሺ௜ሻ ൅ 𝐻௧௕௧௠,ሺ௜ሻሻ

௡

௜ୀ௝

 

(7) 
j 段目コンテナ下部の 

ツイストロックに生じる引張荷重 

െ෍𝐹௩,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀ௝

൅෍൬𝐻௧௧௢௣,ሺ௜ሻ
𝑧ሺ௜ሻ െ 𝑧ሺ௝ିଵሻ

𝑏௖௢௡
൰ ൅෍൬𝐻௧௕௧௠,ሺ௜ାଵሻ

𝑧ሺ௜ሻ െ 𝑧ሺ௝ିଵሻ
𝑏௖௢௡

൰
௡ିଵ

௜ୀ௝

௡

௜ୀ௝

 

െ෍𝑇௘௧௢௣,ሺ௜ሻ sin𝜃௘௧௢௣,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀ௝

െ෍𝑇௘௕௧௠,ሺ௜ሻ sin𝜃௘௕௧௠,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀ௝

െ෍𝑆௘௧௢௣,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀ௝

sin𝜃௘௧௢௣,ሺ௜ሻ

െ෍𝑆௘௕௧௠,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀ௝

sin𝜃௘௕௧௠,ሺ௜ሻ 

൅෍൬ห𝐹௟௧௢௣,ሺ௜ሻห
𝑧ሺ௜ሻ െ 𝑧ሺ௝ିଵሻ

𝑙௖௢௡
൰

௡

௜ୀ௝

൅෍൬ห𝐹௟௕௧௠,ሺ௜ାଵሻห
𝑧ሺ௜ሻ െ 𝑧ሺ௝ିଵሻ

𝑙௖௢௡
൰

௡ିଵ

௜ୀ௝

 

(8) 
j 段目コンテナを固縛する 

ラッシングロッドに生じる引張荷重 

インターナルラッシングの場合： 

𝑇௫௧௢௣,ሺ௝ሻ ൅ 𝑆௫௧௢௣,ሺ௝ሻ，𝑇௫௕௧௠,ሺ௝ሻ ൅ 𝑆௫௕௧௠,ሺ௝ሻ 

エクスターナルラッシングの場合： 

𝑇௘௧௢௣,ሺ௝ሻ ൅ 𝑆௘௧௢௣,ሺ௝ሻ，𝑇௘௕௧௠,ሺ௝ሻ ൅ 𝑆௘௕௧௠,ሺ௝ሻ  

（備考） 

𝐻௧௧௢௣,ሺ௜ሻ，𝐻௧௕௧௠,ሺ௜ሻ：附属書 14.3B「ラッシングロッドに作用する張力の計算方法」の An3.2.3-3.による。 

𝑇௫௧௢௣,ሺ௜ሻ，𝑇௫௕௧௠,ሺ௜ሻ，𝑇௘௧௢௣,ሺ௜ሻ，𝑇௘௕௧௠,ሺ௜ሻ：附属書 14.3B の表 An2 による。 

𝑆௫௧௢௣,ሺ௜ሻ，𝑆௫௕௧௠,ሺ௜ሻ，𝑆௘௧௢௣,ሺ௜ሻ，𝑆௘௕௧௠,ሺ௜ሻ：附属書 14.3B の表 An3 による。 
 

  DR
AF
T



  

「コンテナの積付け及び固縛強度評価」 新旧対照表 
新 旧 備考 

 

35/82 

図 14.3.3-1. コンテナ各部に作用する荷重 

 

 
  

𝒏段目

𝒋 ൅ 𝟏段目

𝒋段目

𝒋 െ 𝟏段目

𝟏段目

𝒛ሺ𝒏ሻ

𝒛ሺ𝒋ା𝟏ሻ

𝒛ሺ𝒋ሻ

𝒛ሺ𝒋ି𝟏ሻ

𝒛ሺ𝟏ሻ

𝑯𝒕𝒕𝒐𝒑,ሺ𝒏ሻ

𝑯𝒕𝒃𝒕𝒎,ሺ𝒏ሻ

𝑯𝒕𝒃𝒕𝒎,ሺ𝒋ା𝟏ሻ

𝑯𝒕𝒕𝒐𝒑,ሺ𝒋ା𝟏ሻ

𝑯𝒕𝒕𝒐𝒑,ሺ𝒋ሻ

𝑯𝒕𝒃𝒕𝒎,ሺ𝒋ሻ

𝑯𝒕𝒕𝒐𝒑,ሺ𝒋ି𝟏ሻ

𝑭𝒗,ሺ𝒋ା𝟏ሻ

𝑭𝒗,ሺ𝒏ሻ

𝑯𝒕𝒃𝒕𝒎,ሺ𝒋ି𝟏ሻ

ሺ𝑻 ൅ 𝑺ሻ𝒙𝒃𝒕𝒎,ሺ𝒋ା𝟏ሻ

𝑭𝒗,ሺ𝒋ሻ

ሺ𝑻 ൅ 𝑺ሻ𝒙𝒕𝒐𝒑,ሺ𝒋ሻ

ሺ𝑻 ൅ 𝑺ሻ𝒙𝒃𝒕𝒎,ሺ𝒋ሻ

𝑭𝒗,ሺ𝒋ି𝟏ሻ

・
・
・

𝑭𝒗,ሺ𝒋ା𝟏ሻ

𝑭𝒗,ሺ𝒋ሻ

𝑭𝒗,ሺ𝒋ି𝟏ሻ

𝑭𝒗,ሺ𝟏ሻ𝑭𝒗,ሺ𝟏ሻ
𝑯𝒕𝒃𝒕𝒎,ሺ𝟏ሻ

インターナルラッシング

ሺ𝑻 ൅ 𝑺ሻ𝒙𝒕𝒐𝒑,ሺ𝒋ା𝟏ሻ

𝜽𝒕𝒕𝒐𝒑,ሺ𝒋ା𝟏ሻ

𝑭𝒗,ሺ𝒏ሻ

𝑯𝒕𝒕𝒐𝒑,ሺ𝟏ሻ

・
・
・

𝑭𝒗,ሺ𝒋ା𝟏ሻ

𝑭𝒗,ሺ𝒏ሻ

𝑭𝒗,ሺ𝒋ି𝟏ሻ

・
・
・

𝑭𝒗,ሺ𝒋ା𝟏ሻ

𝑭𝒗,ሺ𝒋ሻ

𝑭𝒗,ሺ𝒋ି𝟏ሻ

𝑭𝒗,ሺ𝟏ሻ𝑭𝒗,ሺ𝟏ሻ

エクスターナルラッシング

ሺ𝑻 ൅ 𝑺ሻ𝒆𝒃𝒕𝒎,ሺ𝒋ା𝟏ሻ

ሺ𝑻 ൅ 𝑺ሻ𝒆𝒕𝒐𝒑,ሺ𝒋ሻ

ሺ𝑻 ൅ 𝑺ሻ𝒆𝒃𝒕𝒎,ሺ𝒋ሻ

ሺ𝑻 ൅ 𝑺ሻ𝒆𝒕𝒐𝒑,ሺ𝒋ା𝟏ሻ

𝜽𝒆𝒕𝒐𝒑,ሺ𝒋ା𝟏ሻ

𝑭𝒗,ሺ𝒏ሻ

𝑯𝒕𝒕𝒐𝒑,ሺ𝒏ሻ

𝑯𝒕𝒃𝒕𝒎,ሺ𝒏ሻ

𝑯𝒕𝒃𝒕𝒎,ሺ𝒋ା𝟏ሻ

𝑯𝒕𝒕𝒐𝒑,ሺ𝒋ା𝟏ሻ

𝑯𝒕𝒕𝒐𝒑,ሺ𝒋ሻ

𝑯𝒕𝒃𝒕𝒎,ሺ𝒋ሻ

𝑯𝒕𝒕𝒐𝒑,ሺ𝒋ି𝟏ሻ

𝑯𝒕𝒃𝒕𝒎,ሺ𝒋ି𝟏ሻ

𝑯𝒕𝒃𝒕𝒎,ሺ𝟏ሻ

𝑯𝒕𝒕𝒐𝒑,ሺ𝟏ሻ

・
・
・
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14.3.4  貨物倉内に積付けられるコンテナスタックに

作用する荷重 
（新規） 

 

14.3.4.1 強度評価対象 
-1. 貨物倉内に積付けられるコンテナの積付け及び

固縛強度評価においては，次の(1)及び(2)に示すコンテ

ナ各部に作用する荷重を計算しなければならない。 
(1) 40 フィートコンテナ，20 フィートコンテナ等の

専用倉にコンテナを積付ける場合 
(a) 最下段のコンテナのコーナーポストに作用

する圧縮荷重 
(2) 40 フィートコンテナベイに 20 フィートコンテ

ナを積付ける場合 
(a) コンテナの幅方向ラッキング荷重 
(b) 最下段のコンテナのコーナーポストに作用

する圧縮荷重 
-2. 40 フィートコンテナベイに 20 フィートコンテナ

を船長方向に並べて積付け，さらに 20 フィートコンテ

ナスタックの最上部に 40 フィートコンテナを積付ける

場合，前-1.に加え，二重底に対するスタックロードを計

算しなければならない。 
-3. 波条件 LC1 及び LC3 のそれぞれにおいて，前-1.

に示す評価対象荷重のすべてについて評価を行わなけ

ればならない。貨物倉内に積付けられるコンテナの積付

け及び固縛強度評価にあたり，波条件 LC2 は考慮する

必要はない。 

（新規） 「コンテナの積付け

及び固縛に関するガ

イドライン」6.5.3 に対

応。 
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14.3.4.2 コンテナに作用する荷重の分配 
-1. 貨物倉内に積付けられるコンテナの各部に作用

する荷重は，原則として 14.3.3.3 と同様に算出しなけれ

ばならない。 
-2. 40 フィートコンテナベイに 20 フィートコンテナ

を船長方向に 2 個並べて積付ける場合，14.3.3.3-1.に従

い𝐹௧௧௢௣,ሺ௜ሻ（kN），𝐹௧௕௧௠,ሺ௜ሻ（kN）を計算する際，次の(1)及

び(2)によらなければならない。 
(1) 40 フィートコンテナベイに 20 フィートコンテ

ナのみを船長方向に 2 個並べて積付ける場合，

14.3.3.3-1.(2)において，i 段目のコンテナに作用

する船幅方向荷重𝐹௧（kN）をセルガイドで支持さ

れる側に3/5，セルガイドで支持されない側に2/5
ずつ分配することにより，i 段目のコンテナ前後

端壁のうち，セルガイドで支持されない側の端

壁における船幅方向の荷重𝐹௧,ሺ௜ሻ（kN）を求める。

算式は次による。 

𝐹௧,ሺ௜ሻ ൌ
2
5𝐹௧ 

(2) 40 フィートコンテナベイに 20 フィートコンテ

ナを船長方向に 2 個並べて積付け，さらに 20 フ

ィートコンテナの頂部に 1 段以上の 40 フィート

コンテナを積付ける場合，14.3.3.3-1.(2)におい

て，i 段目のコンテナに作用する船幅方向荷重𝐹௧
（kN）をセルガイドで支持される側に 2/3，セル

ガイドで支持されない側に 1/3 ずつ分配するこ

とにより，i 段目のコンテナ前後端壁のうち，セ

（新規） 
「コンテナの積付け

及び固縛に関するガ

イドライン」6.5.2 に対

応。 
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ルガイドで支持されない側の端壁における船幅

方向の荷重𝐹௧,ሺ௜ሻ（kN）を求める。算式は次による。 

𝐹௧,ሺ௜ሻ ൌ
𝐹௧
3  

 
14.3.4.3 コンテナ各部に作用する荷重及び二重底に対

するスタックロードの計算 
-1. 波条件 LC1 及び LC3 において，40 フィートコン

テナ，20 フィートコンテナ等の専用倉にコンテナを積

付ける場合，貨物倉内に積付けられる n 段積みコンテナ

スタックのコンテナ各部に作用する荷重は表 14.3.4-1.
によらなければならない。 

-2. 波条件 LC1 及び LC3 において，40 フィートコン

テナベイに 20 フィートコンテナを船長方向に並べて積

付ける場合，貨物倉内に積付けられる n 段積みコンテナ

スタックのコンテナ各部に作用する荷重は表 14.3.4-2.
及び表 14.3.4-3.によらなければならない。なお，表

14.3.4-2.及び表 14.3.4-3.において，コンテナの幅方向ラ

ッキング荷重はセルガイドで支持されない側のみ評価

するものとして差し支えない。 
-3. 40 フィートコンテナベイに 20 フィートコンテナ

を船長方向に並べて積付け，さらに 20 フィートコンテ

ナスタックの最上部に 40 フィートコンテナを積付ける

場合，二重底に対するスタックロード（t）は，次の(1)及
び(2)に示す算式によらなければならない。なお，これら

の荷重は図 14.3.4-1.に示すように働く。 
(1) 40 フィートコンテナベイコーナー部のスタック

ロード 

（新規）  
「コンテナの積付け

及び固縛に関するガ

イドライン」6.5.3 に対

応。 
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ሺ𝑚ଵ ൅ 𝑚ଶ ൅𝑚ଷ ൅⋯ሻ
4 ൅

ሺ𝑀ଵ ൅𝑀ଶ ൅⋯ሻ
4  

𝑚ଵ，𝑚ଶ，𝑚ଷ ：20 フィートコンテナ 1 個当た

りの重量（t） 
𝑀ଵ，𝑀ଶ ：40 フィートコンテナ 1 個当たりの重

量（t） 
(2) 40 フィートコンテナベイ中央部のスタックロー

ド 
ሺ𝑚ଵ ൅ 𝑚ଶ ൅𝑚ଷ ൅⋯ሻ

4  

 
表 14.3.4-1. 波条件 LC1 及び LC3 におけるコンテナ各部に作用する荷重 

（40 フィートコンテナ，20 フィートコンテナ等の専用倉にコンテナを積付ける場合） 

荷重 算式 

(1)(a) 
最下段コンテナの 

コーナーポストに生じる圧縮荷重 
෍𝐹௩,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀଶ
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表 14.3.4-2. 波条件 LC1 におけるコンテナ各部に作用する荷重 
（40 フィートコンテナベイに 20 フィートコンテナを積付ける場合） 

荷重 算式 

(2)(a) 
j 段目コンテナ端壁上部における 

幅方向ラッキング荷重 

セルガイドで支持されない側： 

෍ห𝐹௧௧௢௣,ሺ௜ሻห
௡

௜ୀ௝

൅ ෍ ห𝐹௧௕௧௠,ሺ௜ሻห
௡

௜ୀ௝ାଵ

 

(2)(b) 
最下段コンテナの 

コーナーポストに生じる圧縮荷重 

40 フィートコンテナベイに 20 フィートコンテナのみを船長方向に 2 個並べて積付ける場合

のセルガイドで支持される側： 

෍𝐹௩,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀଶ

 

 

40 フィートコンテナベイに 20 フィートコンテナのみを船長方向に 2 個並べて積付ける場合

のセルガイドで支持されない側： 

෍𝐹௩,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀଶ

൅෍൬ห𝐹௧௧௢௣,ሺ௜ሻห
𝑧ሺ௜ሻ
𝑏௖௢௡

൰
௡

௜ୀଵ

൅෍൬ห𝐹௧௕௧௠,ሺ௜ାଵሻห
𝑧ሺ௜ሻ
𝑏௖௢௡

൰
௡ିଵ

௜ୀଵ

 

 

40 フィートコンテナベイに 20 フィートコンテナを船長方向に 2 個並べて積付け， 

さらに 20 フィートコンテナの頂部に 1 段以上の 40 フィートコンテナを積付ける場合： 

෍𝐹௩,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀଶ
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表 14.3.4-3. 波条件 LC3 におけるコンテナ各部に作用する荷重 
（40 フィートコンテナベイに 20 フィートコンテナを積付ける場合） 

荷重 算式 

(2)(a) 
j 段目コンテナ端壁上部における 

幅方向ラッキング荷重 

セルガイドで支持されない側： 

෍ห𝐹௧௧௢௣,ሺ௜ሻห
௡

௜ୀ௝

൅ ෍ ห𝐹௧௕௧௠,ሺ௜ሻห
௡

௜ୀ௝ାଵ

 

(2)(b) 
最下段コンテナの 

コーナーポストに生じる圧縮荷重 

40 フィートコンテナベイに 20 フィートコンテナのみを船長方向に 2 個並べて積付ける場

合のセルガイドで支持される側： 

෍𝐹௩,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀଶ

 

 

40 フィートコンテナベイに 20 フィートコンテナのみを船長方向に 2 個並べて積付ける場

合のセルガイドで支持されない側： 

෍𝐹௩,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀଶ

൅෍൬ห𝐹௧௧௢௣,ሺ௜ሻห
𝑧ሺ௜ሻ
𝑏௖௢௡

൰
௡

௜ୀଵ

൅෍൬ห𝐹௧௕௧௠,ሺ௜ାଵሻห
𝑧ሺ௜ሻ
𝑏௖௢௡

൰
௡ିଵ

௜ୀଵ

൅෍൬ห𝐹௟௧௢௣,ሺ௜ሻห
𝑧ሺ௜ሻ
𝑙௖௢௡

൰
௡

௜ୀଵ

൅෍൬ห𝐹௟௕௧௠,ሺ௜ାଵሻห
𝑧ሺ௜ሻ
𝑙௖௢௡

൰
௡ିଵ

௜ୀଵ

 

 

40 フィートコンテナベイに 20 フィートコンテナを船長方向に 2 個並べて積付け，さらに

20 フィートコンテナの頂部に 1 段以上の 40 フィートコンテナを積付ける場合： 

෍𝐹௩,ሺ௜ሻ

௡

௜ୀଶ
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図 14.3.4-1. 二重底に作用するスタックロード 

 

 

 

14.3.5  強度評価 （新規） 
 

14.3.5.1 一般 
-1. 14.3.3 及び 14.3.4 に従って計算したコンテナ各部

及び固縛金物に作用する荷重が，14.3.5.2 に示す許容荷

重を上回らないことを確認しなければならない。 
-2. 貨物倉内で 40 フィートコンテナベイに 20 フィ

ートコンテナを積付ける場合，前-1.に加え，14.3.4.3-3.に
従って計算した二重底に対するスタックロードが，個船

毎に定められている 40 フィートコンテナベイコーナー

部及び中央部の制限荷重を上回らないことを確認しな

ければならない。 

（新規） 
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14.3.5.2 許容荷重 
-1. 20 フィートコンテナ及び 40 フィートコンテナの

強度評価にあたり，コンテナ各部の許容荷重は表 14.3.5-
1.によらなければならない。その他の寸法のコンテナの

強度評価にあっては，適当な規格に基づく値又は当該コ

ンテナの試験荷重を許容荷重として用いなければなら

ない。 
-2. 固縛金物（ツイストロック，ラッシングロッド）

の許容荷重は，それぞれの製品に応じて本会又は本会が

適当と認める機関が承認した安全使用荷重（SWL）を用

いなければならない。 
-3. 前-1.及び-2.にかかわらず，許容荷重は，ラッシン

グロッドとコンテナすみ金具の接続部の構造及び接続

角度，コンテナ並びに固縛金物の腐食等，コンテナ各部

及び固縛金物が実際に荷重を受ける状況を考慮して設

定されなければならない。 

（新規） 
「コンテナの積付け

及び固縛に関するガ

イドライン」6.3 に対

応。 
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表 14.3.5-1. コンテナ各部の許容荷重 

 許容荷重（kN） 

コンテナの幅方向ラッキング荷重 150 

コンテナの長さ方向ラッキング荷重 150 

コンテナのコーナーポストに生じる圧縮荷重 848(1) 

ラッシングロッドに作用する張力により生じるコンテナのすみ金具

に対する水平方向荷重 
150 

ラッシングロッドに作用する張力により生じるコンテナのすみ金具

に対する垂直方向荷重 
300 

コンテナのすみ金具に生じる圧縮荷重 848(1)(2) 

(1) ISO1496-1:1990（Amendment 4 による改訂を含む）に適合するコンテナの強度評価に

あっては，942 kN として差し支えない。 

(2) 最下段コンテナ下部のすみ金具では 848+1.8Rg/4 kN とする。なお，(1)の場合，

942+1.8Rg/4 kN とする。 

R： コンテナの最大許容積載重量の定格値（t） 

 
 

 

14.4 コンテナ固縛作業のための安全設計 （新規）  

14.4.1 一般 （新規） 
 

14.4.1.1 適用 
船級符号に“Safe Design for Container Lashing”（略号

SDCL）を付記して登録を受けようとする船舶の甲板上

にコンテナを積付ける設備については，貨物の積付け及

び固定に関する安全実施規則（CSS コード）の Annex 14
に適合しなければならない。 

（新規） 
「コンテナの積付け

及び固縛に関するガ

イドライン」8 章に対

応。 
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附属書 14.3A コンテナの積付け及び固縛強度評価

における荷重補正係数の適用 
（新規）  

記号 

𝑓ఏ,ሺ௜ሻ： 航路 iにおけるロール角に対する荷重補正係

数 
𝑓ఏ,ሺ௜,௝ሻ： 航路 i 及び月 j におけるロール角に対する荷

重補正係数 
𝑓ఏ,௦௩： 短期航海におけるロール角に対する荷重補

正係数で，「気象海象予報に基づく海上貨物

の安全性に関するガイドライン」による。 
𝑓஺ோ்： アンチローリングタンクによる影響を考慮

したロール角に対する荷重補正係数で，「ア

ンチローリングデバイスに関するガイドラ

イン」による。 
𝑓థ,ሺ௜ሻ： 航路 iにおけるピッチ角に対する荷重補正係

数 
𝑓థ,ሺ௜,௝ሻ： 航路 i 及び月 j におけるピッチ角に対する荷

重補正係数 
𝑓థ,௦௩： 短期航海におけるピッチ角に対する荷重補

正係数で，「気象海象予報に基づく海上貨物

の安全性に関するガイドライン」による。 
𝑓௔ఱ,ሺ௜ሻ： 航路 iにおけるピッチ角加速度に対する荷重

補正係数 

（新規）  
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𝑓௔ఱ,ሺ௜,௝ሻ： 航路 i 及び月 j におけるピッチ角に対する荷

重補正係数 
𝑓௔ఱ,௦௩： 短期航海におけるピッチ角加速度に対する

荷重補正係数で，「気象海象予報に基づく海

上貨物の安全性に関するガイドライン」によ

る。 
ሺ ሻ௜： 航路 iの海象条件に基づく船体運動及び加速

度の長期予測値 
ሺ ሻ௜௝： 航路 i 及び月 j の海象条件に基づく船体運動

及び加速度の長期予測値 
ሺ ሻே஺： 北大西洋（通年）の海象条件に基づく船体運

動及び加速度の長期予測値 
Hs： 有義波高（m） 
Tp： ピーク波周期（sec） 

 
An1. 一般 （新規）  

An1.1 適用 （新規） 
 

An1.1.1 
14.3.2.2-2.の適用にあたって，コンテナの積付け及び

固縛強度評価における荷重補正係数の適用は，本附属書

の規定に従って行わなければならない。 

（新規） 
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An1.2 概要 （新規） 
 

An1.2.1 
14.3.2.2 に従ってコンテナに作用する荷重を計算する

にあたり，次の(1)から(4)に示す荷重補正係数のいずれ

かを用いることができる。 
(1) 特定の航路による影響を考慮した荷重補正係数

（An2.2） 
(2) 特定の航路及び航行する時期による影響を考慮

した荷重補正係数（An2.2） 
(3) 短期航海における気象海象予報に基づく荷重補

正係数（An2.3） 
(4) アンチローリングデバイスによる影響を考慮し

た荷重補正係数（An2.4） 

（新規） 
 

An1.3 荷重補正係数の適用に関する貨物固縛マニュ

アルへの記載 
（新規） 

 

An1.3.1 
-1. An1.2.1(1)から(4)に規定する荷重補正係数を用い

てコンテナ固縛強度評価を行う場合は，次の(1)から(3)
に示す事項を貨物固縛マニュアルに追記し，承認を得な

ければならない。 
(1) 荷重補正係数の計算に用いるツールの名称及び

バージョン番号もしくは計算方法 
(2) ラッシングソフトウェア上の荷重補正係数の適

用手順 
(3) 荷重補正係数の適用条件 

（新規） 
荷重補正係数適用に

関する事項の貨物固

縛マニュアルへの記

載についての要件を

新たに規定する。 
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-2. An1.2.1(1)から(3)に規定する荷重補正係数を用い

てコンテナ固縛強度評価を行う場合は，前-1.に加え次の

(1)及び(2)に示す事項を貨物固縛マニュアルに追記し，

承認を得なければならない。 
(1) 代表的な航海における荷重補正係数の計算結果 
(2) 代表的な航海におけるコンテナ固縛図。ただし，

次の(a)から(c)によらなければならない。 
(a) 少なくとも 3 つの異なるコンテナベイにつ

いてのものであること。 
(b) 20 フィートコンテナ及び 40 フィートコンテ

ナの両方の積付をそれぞれ想定したもので

あること。 
(c) 甲板上及び貨物倉内についてのものである

こと。 
-3. An1.2.1(4)に規定する荷重補正係数を用いてコン

テナ固縛強度評価を行う場合は，前-1.に加え次の(1)及
び(2)に示す事項を貨物固縛マニュアルに追記し，承認

を得なければならない。 
(1) 考慮する積付状態における荷重補正係数の計算

結果 
(2) 考慮する積付状態におけるコンテナ固縛図。た

だし，次の(a)から(c)によらなければならない。 
(a) 少なくとも 3 つの異なるコンテナベイにつ

いてのものであること。 
(b) 20 フィートコンテナ及び 40 フィートコンテ

ナの両方の積付をそれぞれ想定したもので

あること。 
(c) 甲板上及び貨物倉内についてのものであるDR
AF
T
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こと。 

 
An2. 荷重補正係数の適用 （新規）  

An2.1 総則 （新規） 
 

An2.1.1 
-1. An1.2.1(1)から(3)に示す荷重補正係数は，波条件

LC1，LC2 及び LC3 において適用することができる。ま

た，An1.2.1(4)に示す荷重補正係数は，波条件 LC1 にお

いてのみ適用することができる。 
-2. 波条件 LC1，LC2 及び LC3 において，ロール角，

ピッチ角及びピッチ角加速度に対する荷重補正係数を

それぞれ用いることができ，表 An1 に示す値に対して

乗じるものとする。 
-3. An1.2.1(1)から(4)に示す荷重補正係数は組み合わ

せて用いてはならない。 
-4. An1.2.1(1)から(4)に示す荷重補正係数を適用して

強度評価を行い実際のコンテナの積付け及び固縛を行

う場合，船長は，適用する荷重補正係数に応じて，荷重

補正係数の値並びに荷重補正係数の計算にあたって設

定した計画航路，月で定義される航行時期，設計有効波

高，気象海象予報の詳細，予報機関の名称及び予報を確

認した日時等の情報を必要な場合に提示できるように

しなければならない。 

（新規） 荷重補正係数適用に

際しての注意事項等

を整理する。 
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表 An1 荷重補正係数の乗算対象 
波条件 荷重補正係数 対象 

LC1 

𝑓ఏ,ሺ௜ሻ 
𝑓ఏ,ሺ௜,௝ሻ 
𝑓ఏ,௦௩ 

𝑓஺ோ் 

ロール角に対する荷重補正係数 

An1.2.1(1)から(3)に規定する荷重補正係数

を用いる場合： 
𝜃，𝑎ଶ，𝑎ଷ，𝑎ସ(1) 

An1.2.1(4)に規定する荷重補正係数を用い

る場合： 
𝜃，𝑎ସ(1) 

LC2 

𝑓థ,ሺ௜ሻ 
𝑓థ,ሺ௜,௝ሻ 
𝑓థ,௦௩ 

ピッチ角に対する荷重補正係数 𝜙，𝑎ହ(2) 

LC3 

𝑓௔ఱ,ሺ௜ሻ 
𝑓௔ఱ,ሺ௜,௝ሻ 
𝑓௔ఱ,௦௩ 

ピッチ角加速度に対する荷重補正係数 𝜃，𝜙，𝑎ଵ，𝑎ଶ，𝑎ଷ，𝑎ସ(1)，𝑎ହ(2)，𝑎଺ 

(1) 表 14.3.2-1.の規定によりロール角加速度𝑎ସを算出するにあたって，ロール角𝜃に対しては荷重補正係数を乗じてはならない。 

(2) 表 14.3.2-1.の規定によりピッチ角加速度𝑎ହを算出するにあたって，ピッチ角𝜙に対しては荷重補正係数を乗じてはならない。 

 
 

 
 

An2.2 特定の航路あるいは特定の航路及び航行する

時期による影響を考慮した荷重補正係数 
（新規） 

 

An2.2.1 一般 
An1.2.1(1)及び(2)に示す荷重補正係数を用いる場合，

本 An2.2 の規定によらなければならない。 

（新規）  

An2.2.2 荷重補正係数の計算方法及び強度評価への適

用 
-1. 荷重補正係数の計算は，An3.に規定する手法によ

らなければならない。 
-2. An1.2.1(2)に示す荷重補正係数を計算するにあた

り，航行する時期は月ごとに定義しなければならない。

（新規） 「コンテナの積付け

及び固縛に関するガ

イドライン」5.3.2 に対

応。 
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なお，複数の月にまたがった航行を行う場合は，それぞ

れの月における荷重補正係数のうち最も大きいものを

用いなければならない。 
-3. 前-1.及び-2.に従って計算した荷重補正係数の適

用にあたって，適用する荷重補正係数は 0.65 を下回っ

てはならず，また 1.0 を上回ってはならない。また，波

条件 LC1 において，荷重補正係数を用いて求めたロー

ル角を 10 度未満としてはならない。 

An2.3 短期航海における気象海象予報に基づく荷重

補正係数 
（新規） 

 

An2.3.1 一般 
An1.2.1(3)に示す荷重補正係数の強度評価への適用に

あたっては，「気象海象予報に基づく海上貨物の安全性

に関するガイドライン」に規定される要件によらなけれ

ばならない。 

（新規） 
「コンテナの積付け

及び固縛に関するガ

イドライン」5.3.2 に対

応。 
 

An2.4 アンチローリングデバイスによる影響を考慮

した荷重補正係数 
（新規） 

 

An2.4.1 一般 
An1.2.1(4)に示す荷重補正係数の強度評価への適用に

あたっては，「アンチローリングデバイスに関するガイ

ドライン」に規定される要件によらなければならない。 

（新規） 
「コンテナの積付け

及び固縛に関するガ

イドライン」5.3.2 に対

応。 
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An3. 荷重補正係数の計算手法 （新規）  

An3.1 一般 （新規） 
 

An3.1.1 概要 
-1. An1.2.1(1)及び(2)に示す特定の航路あるいは特定

の航路及び航行する時期による影響を考慮した荷重補

正係数は，本 An3.に従って計算しなければならない。な

お，これらの荷重補正係数は，本会が提供する WACDAS
（Wave Climate Data Aggregation for Ships）を用いて計算

することができる。 
-2. 本 An3.に規定する計算において，航路及び月別

の海象条件に基づき，対象とする船舶の船体運動及び船

体重心位置の加速度を計算しなければならない。標準的

な計算フローを図 An1 に示す。 

（新規） 
「コンテナの積付け

及び固縛に関するガ

イドライン」5.3.2 に対

応。An3.2 以降に荷重

補正係数の計算方法

について明文化する。 
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図 An1 荷重補正係数の計算フロー 

 
 

 

An3.2 定義 （新規） 
 

An3.2.1 ロール角に対する荷重補正係数 
-1. 航路 i におけるロール角に対する荷重補正係数

𝑓ఏ,ሺ௜ሻは次の算式によらなければならない。 

𝑓ఏ,ሺ௜ሻ ൌ
𝜃௜
𝜃ே஺

 

（新規） 
 

船のパラメータ
サイズ、喫水、重心位置

等を指定

RAO簡易算
式を使う？

簡易算式でRAOを計算
An3.3.2参照

耐航性コー
ドによりRAO

を計算

応答の
RAO

各海域・時期（月）
で定義された

波浪発現頻度分布表

波スペクトル

想定航路上での
指定した時期
（月）での

波浪発現頻度分布表

各海域の通過距離に応じて
波浪発現頻度分布表を

重み付け平均
An3.4.3参照

航路

応答の長期予測値
応答の
設計値

荷重補正係数への
変換（割る）
An3.2参照

応答の設計値の計算

短期予測
An3.3.1参照

長期予測
An3.3.1参照

大圏航路により
想定航路を生成
An3.4.3参照

出発港・到着港
Waypointと時期（月）を

指定

荷重補正係数 設計有効波高

設計有効波高
への変換

An3.3.3参照

No

Yes

An3.3参照 An3.4参照
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-2. 航路 i 及び月 j におけるロール角に対する荷重補

正係数𝑓ఏ,ሺ௜,௝ሻは次の算式によらなければならない。 

𝑓ఏ,ሺ௜,௝ሻ ൌ
𝜃௜௝
𝜃ே஺

 

An3.2.2 ピッチ角に対する荷重補正係数 
-1. 航路 i におけるピッチ角に対する荷重補正係数

𝑓థ,ሺ௜ሻは次の算式によらなければならない。 

𝑓థ,ሺ௜ሻ ൌ
𝜙௜
𝜙ே஺

 

-2. 航路 i 及び月 j におけるピッチ角に対する荷重補

正係数𝑓థ,ሺ௜,௝ሻは次の算式によらなければならない。 

𝑓థ,ሺ௜,௝ሻ ൌ
𝜙௜௝
𝜙ே஺

 

（新規） 
 

An3.2.3 ピッチ角加速度に対する荷重補正係数 
-1. 航路 iにおけるピッチ角加速度に対する荷重補正

係数𝑓௔ହ,ሺ௜ሻは次の算式によらなければならない。 

𝑓௔ହ,ሺ௜ሻ ൌ
𝑎ହ_௜

𝑎ହ_ே஺
 

-2. 航路 i 及び月 j におけるピッチ角加速度に対する

荷重補正係数𝑓௔ହ,ሺ௜,௝ሻは次の算式によらなければならな

い。 

𝑓௔ହ,ሺ௜,௝ሻ ൌ
𝑎ହ_௜௝

𝑎ହ_ே஺
 

（新規） 
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An3.3 短期予測値・長期予測値の算出 （新規） 
 

An3.3.1 考慮する条件 
-1. 船体運動及び船体重心位置の加速度の短期予測

値・長期予測値は，本会発行の「直接荷重解析に基づく

強度評価ガイドライン」附属書 A.5 を準用して求めるこ

とができる。 
-2. 𝜃ே஺，𝜙ே஺及び𝑎ହ_ே஺は，北大西洋（通年）の海象

条件を考慮したものでなければならない。当該海域の波

スペクトル，波の方向性分布及び波浪発現頻度分布表に

基づき，25 年における長期予測値を算出すること。 
-3. 𝜃௜，𝜙௜及び𝑎ହ_௜は，対象とする航路（通年）の海象

条件を考慮したものでなければならない。当該海域の波

スペクトル，波の方向性分布及び波浪発現頻度分布表に

基づき，25 年における長期予測値を算出すること。 
-4. 𝜃௜௝，𝜙௜௝及び𝑎ହ_௜௝は，対象とする航路及び対象とす

る月の海象条件を考慮したものでなければならない。当

該海域及び当該月の波スペクトル，波の方向性分布及び

波浪発現頻度分布表に基づき，25 年の長期予測値を算

出すること。 
-5. 前-2.から-4.の適用にあたって，An3.3.2 に規定す

る周波数応答関数の振幅成分（RAO）に基づかなければ

ならない。ただし，本会が適当と認める直接荷重解析プ

ログラムより RAO を求めても差し支えない。その際，

満載積付状態を考慮することを標準とする。船速は，荒

天時の速度低下の影響を考慮した値として差し支えな

い。 

（新規） 
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-6. 前-2.から-4.の適用にあたって，荒天時の操船影

響及び応答の非線形性を考慮して差し支えない。 

An3.3.2 RAO の簡易算式 
-1. ロール角の RAO 𝑋ସሺ𝜔,𝛽ሻは，次の近似式による

ことができる。 

𝑋ସሺ𝜔,𝛽ሻ ൌ
1
𝐵

0.8|𝐸തସி௄|

ඥሺ𝑀ഥସସ ൅ 𝐴ସସ െ 𝐶ସସሻଶ ൅ 𝐵തସସଶ
 

𝜔：波の周波数（rad/s） 
𝛽：波向き（rad） 

𝐸തସி௄：無次元化されたフルードクリロフ力

で，次の算式による。 

𝐸തସி௄ ൌ 𝑘 𝐵sin𝛽 expቆെ𝑘𝑇௅஼
𝐶஻_௅஼

𝐶ௐ_௅஼
ቇ

2
𝐶ௐ_௅஼𝑘ത௟

sin
𝐶ௐ_௅஼𝑘ത௟

2 𝐶ସସ 

𝑘：波数（rad/m）で，次の算式による。 
𝑘 ൌ 𝜔ଶ/𝑔 

𝑘ത௟：船の長さ方向の無次元波数で，次の算

式による。 
𝑘ത௟ ൌ 𝑘𝐿஼cos𝛽 

𝐶ସସ：無次元化された復原力係数で，次の算

式による。 

𝐶ସସ ൌ
𝑇௅஼𝐶஻_௅஼

𝐵ଶ 𝐺𝑀 

𝑀ഥସସ：無次元化された慣性モーメントで，次

の算式による。 
𝑀ഥସସ ൌ 0.12𝐾𝑇௅஼𝐶஻_௅஼  

𝐾：次の算式による。 
𝐾 ൌ 𝜔௘ଶ/𝑔 

（新規） 
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𝜔௘：出会い波周波数（rad/s）で，次の算

式による。 
𝜔௘ ൌ 𝜔 െ 2.57𝑘 𝑐𝑜𝑠 𝛽 

𝐴ସସ：無次元化された付加質量係数で，次の

算式による。 

𝐴ସସ ൌ 𝐵𝐾
𝐶ௐ_௅஼
ଶ.ଶହ

16𝜋 ൤1 െ 10.6 ቀ
𝑧ீ
𝐵 ቁ

ଶ
൅ 17 ቀ

𝑧ீ
𝐵 ቁ

ଷ
൨ 

𝑧ீ：船体重心位置高さ（m）で，次の算

式による。 

𝑧ீ ൌ
𝐵ଶ

𝑇௅஼𝐶஻
𝐶ௐ_௅஼
ଵ.଻

12 ൅ 0.49ቆ
𝐶஻_௅஼

𝐶ௐ_௅஼
ቇ
ି଴.ସ

𝑇௅஼ െ 𝐺𝑀 

𝐵തସସ：無次元化された減衰係数で，次の算式

による。 

𝐵തସସ ൌ 5.40ඨ
𝐸തி௄
𝐵 𝐶ସସ𝑁 

𝑁：ベルダンの N 係数で，0.02 
-2. ピッチ角の RAO 𝑋ହሺ𝜔,𝛽ሻは，次の近似式による

ことができる。 

𝑋ହሺ𝜔,𝛽ሻ ൌ
1
𝐿஼

|𝐸തହி௄|

ටሺ𝐶ହହ െ 𝑀ഥହହሻଶ ൅ 𝐵തହହଶ
 

𝐸തହி௄：無次元化されたフルードクリロフ力で，

次の算式による。 

𝐸തହி௄ ൌ 𝐶ହହ expቆെ𝑘𝑇௅஼
𝐶஻_௅஼

𝐶ௐ_௅஼
ቇ 𝑘ത௟𝑓ாହ 

𝐶ହହ：無次元化された復原力係数で，次DR
AF
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の算式による。 

𝐶ହହ ൌ
1

12 ൫2.2𝐶ௐ_௅஼
ଶ െ 1.8𝐶ௐ_௅஼ ൅ 0.6൯ 

𝑓ாହ：次の算式による。 

𝑓ாହ ൌ
12
𝜅ଶ ൬

2
𝜅 𝑠𝑖𝑛

𝜅
2 െ 𝑐𝑜𝑠

𝜅
2൰ 

𝜅：次の算式による。 
𝜅 ൌ 𝐶ௐ_௅஼𝐶஻_௅஼

ି଴.ଵହ𝑘ത௟  
𝑀ഥହହ：無次元化された慣性モーメントで，次の

算式による。 

𝑀ഥହହ ൌ 𝐾𝑇௅஼𝐶஻_௅஼ ൬
𝐾௬௬
𝐿஼

൰
ଶ

 

𝐾௬௬：Z 軸周りの環動半径（m）で，次の

算式による。 
𝐾௬௬ ൌ 0.25𝐿஼  

𝐵തହହ：無次元化された復原力係数で，次の算式

による。 
𝐵തହହ ൌ 𝑓஻ହହ𝑓஻ଷଷ 

exp൭െ2𝐾𝑇௅஼ ቆ
𝐶஻ಽ಴
𝐶ௐಽ಴

ቇ
ସ

൱
𝐶ௐ_௅஼
ଶ

6൫3 െ 2𝐶ௐ_௅஼൯൫3 െ 𝐶ௐ_௅஼൯
 

𝑓஻ଷଷ：次の算式による。 

𝑓஻ଷଷ ൌ 0.09ሺ𝐾𝐵ሻଶ െ 0.24𝐾𝐵 ൅ 0.7 

𝑓஻ହହ：次の算式による。 

𝑓஻ହହ ൌ ቆ0.86 ൬
2𝜋
𝐾𝐿൰

ଶ

െ 0.97 ൬
2𝜋
𝐾𝐿൰ ൅ 1.34ቇ

ିଵ
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𝜔，𝛽，𝑘，𝑘ത௟：前-1.の規定による。 
-3. ピッチ角加速度の RAO 𝑋௔ହሺ𝜔,𝛽ሻは，次の算式に

よることができる。 
𝑋௔ହሺ𝜔,𝛽ሻ ൌ 𝜔௘ଶ 𝑋ହሺ𝜔,𝛽ሻ 

𝜔，𝛽，𝜔௘，𝑋ହሺ𝜔,𝛽ሻ：前-2.の規定による。 

An3.3.3 設計有効波高 
-1. An3.2 に規定する荷重補正係数のそれぞれに対

応する設計有効波高を算出しなければならない。 
-2. ロール角，ピッチ角及びピッチ角加速度に対する

設計有効波高は，当該波高が有義波高となる短期海象を

航行した場合における船体運動及び加速度の最大期待

値が，それぞれの長期予測値と一致する有義波高として

定義される。 
-3. 対象とする航路（通年）の荷重補正係数に対応す

る設計有効波高は，ロール角，ピッチ角及びピッチ角加

速度に対する設計有効波高のうち最も小さい値としな

ければならない。 
-4. 対象とする航路及び対象とする月の荷重補正係

数に対応する設計有効波高は，ロール角，ピッチ角及び

ピッチ角加速度に対する設計有効波高のうち最も小さ

い値としなければならない。 

（新規） 
 

An3.4 波浪発現頻度分布表 （新規） 
 

An3.4.1 要件 
-1. An3.3.1 でいう対象とする航路もしくは対象とす

る航路及び対象とする月に対応する波浪発現頻度分布

表は，該当する海域及び時期において船舶が遭遇する海

（新規） 
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象を適切な統計処理により表現したものとしなければ

ならない。波浪発現頻度分布表の変数は，少なくとも有

義波高と波周期の 2 変数を含めなければならない。 
-2. 前-1.の適用にあたって，25 年の長期予測値を得

るために，十分な量の短期海象数を有する波浪発現頻度

分布表としなければならない。当該分布表の作成にあた

って使用する基礎データは，十分な期間に対するものと

すること。基礎データの一つである海象データにつき，

適切な機関あるいは企業が提供するものを用い，当該デ

ータの精度を確認し，海象データの構築にあたり考慮さ

れていないファクターによる影響に注意を払うこと。ま

た，船舶が遭遇する海象を推定するにあたり，船位デー

タを用いる場合，そのデータは対象とする船種及びサイ

ズに対応する船舶の船位を代表していなければならな

い。 

An3.4.2 標準的手法 
-1. 船舶が遭遇する海象を統計処理するにあたり，有

義波高の確率分布，及び波周期の有義波高に対する条件

付き分布をモデル化することを標準とする。基礎データ

に統計分布をフィッティングする場合，フィッティング

の精度について十分な注意を払うこと。その際，尤度や

Q-Q プロットなどを参照するのが一般的である。また，

過剰適合を避けるため，情報量規準を参照する等して統

計モデルのパラメータ数を必要十分な数に抑えること

を推奨する。基礎データに内包される不確実性を評価す

るため，統計解析によって得られるパラメータの信頼区

間等を評価することを推奨する。 
-2. 有義波高の確率分布をモデル化するにあたり，高

（新規） 
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波高となる気象条件（嵐）について注意しなければなら

ない。嵐を生じる気象現象の種類（温帯低気圧，熱帯低

気圧，モンスーン等）を区別した上で統計処理を行うこ

とを推奨する。 
-3. 遭遇海象を統計解析するにあたり，海域を適切に

区分し当該海域区分ごとに波浪発現頻度分布表を作成

しなければならない。その場合，海域区分は，波浪のそ

の海域での特性と航行量の地理的分布を考慮している

必要がある。海域区分の例を図 An2 に示す。 
 

図 An2 海域区分の例 
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An3.4.3 対象とする航路の波浪発現頻度分布表の算出 
対象とする航路が区分された複数の海域に跨る場合，

対象とする航路における各海域の通過時間に応じて波

浪発現頻度分布表を重み付け平均することで得られる

当該表を用いなければならない。この際，対象とする航

路は出発港と到着港を結ぶ最短の航路，すなわち大圏航

路を標準とするが，航路の実態に応じて変更することが

できる。 

 

（新規） 
 

An4. 計算例 （新規）  

An4.1 代表航路・代表船型での例 （新規） 
 

An4.1.1 
-1. 代表的な航路を図 An3 から図 An8 に示す。An3.4

の要件に従い得られた波浪発現頻度表を基に，当該航路

を運航する場合の月別の荷重補正係数を計算した例を

表 An2 に示す。また，ここで仮定している船舶の主要

目を表 An3 に示す。 
-2. An3.4 の要件に従い得られた波浪発現頻度表の

例として，「アジア域内」航路の 10 月の波浪発現頻度表

を表 An4 に示す。ここでは，有義波高 Hs (m) とピーク

波周期 Tp (sec) に対して波浪発現頻度表が定義されて

いる。 

（新規） 
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表 An2 代表的な航路における荷重補正係数の例 

 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 

𝑓ఏ,ሺ௜,௝ሻ 

アジア－欧州 0.76 0.82 0.82 0.65 0.65 0.65 0.65 0.65 0.65 0.65 0.66 0.75 

太平洋 0.92 0.89 1.00 0.66 0.65 0.65 0.65 0.65 0.86 0.91 0.87 0.92 
北海－地中海 0.84 0.92 0.93 0.65 0.65 0.65 0.65 0.65 0.65 0.69 0.74 0.85 
北大西洋 1.00 1.00 1.00 0.74 0.65 0.65 0.65 0.65 0.78 0.86 0.90 1.00 
アジア域内 0.65 0.65 0.65 0.65 0.65 0.65 0.65 0.65 0.76 0.80 0.65 0.65 
喜望峰周りアジア－欧州 0.76 0.82 0.82 0.65 0.85 0.73 0.70 0.78 0.73 0.71 0.66 0.75 

𝑓థ,ሺ௜,௝ሻ 

アジア－欧州 0.78 0.83 0.82 0.65 0.65 0.65 0.65 0.65 0.69 0.7 0.68 0.77 

太平洋 0.94 0.92 1.00 0.76 0.65 0.65 0.65 0.69 0.88 0.94 0.90 0.95 

北海－地中海 0.86 0.92 0.92 0.68 0.65 0.65 0.65 0.65 0.65 0.69 0.75 0.86 

北大西洋 1.00 1.00 1.00 0.80 0.67 0.65 0.65 0.76 0.86 0.88 0.92 1.00 
アジア域内 0.65 0.65 0.65 0.65 0.65 0.65 0.73 0.77 0.85 0.87 0.65 0.65 
喜望峰周りアジア－欧州 0.78 0.83 0.82 0.65 0.88 0.79 0.75 0.79 0.78 0.77 0.68 0.76 

𝑓௔ହ,ሺ௜,௝ሻ 

アジア－欧州 0.89 0.89 0.85 0.81 0.69 0.67 0.77 0.84 0.88 0.86 0.82 0.87 
太平洋 1.00 1.00 1.00 0.94 0.80 0.77 0.80 0.89 0.98 1.00 1.00 1.00 
北海－地中海 0.97 0.97 0.93 0.78 0.73 0.65 0.65 0.65 0.73 0.84 0.86 0.95 
北大西洋 1.00 1.00 1.00 0.94 0.87 0.82 0.75 0.93 1.00 0.98 1.00 1.00 
アジア域内 0.84 0.83 0.84 0.82 0.77 0.78 0.87 0.96 1.00 0.99 0.82 0.85 
喜望峰周りアジア－欧州 0.89 0.89 0.85 0.80 0.93 0.89 0.85 0.88 0.92 0.90 0.81 0.87 

 

 

 
表 An3 計算例で仮定した船舶の主要目 

𝐿஼（m） 352 
𝐵（m） 50 
𝐺𝑀（m） 4.75 
𝑇௅஼（m） 15 
𝐶஻_௅஼  0.676 
𝐶ௐ_௅஼  0.853 
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図 An3 アジア－欧州航路 

 
 

 

図 An4 太平洋航路 
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図 An5 北海－地中海航路 

 
 

 

図 An6 北大西洋 
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図 An7 アジア域内 

 

 

 

図 An8 喜望峰周りアジア－欧州 

 

 

 

  DR
AF
T



  

「コンテナの積付け及び固縛強度評価」 新旧対照表 
新 旧 備考 

 

67/82 

表 An4 「アジア域内」航路の 10 月の波浪発現頻度表 
Hs/Tp 0.5 1.5 2.5 3.5 4.5 5.5 6.5 7.5 8.5 9.5 

0.5 177.97 398.69 2222.93 5905.36 7034.36 5016.75 3512.44 2728.89 3009.78 2265.64 

1.5 0.00 0.00 0.24 116.02 1546.19 5437.43 7428.14 5511.81 5390.11 5836.12 

2.5 0.00 0.00 0.00 0.00 2.72 125.75 1364.19 3527.01 3576.42 2567.43 

3.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.22 20.24 439.70 1430.13 1340.42 

4.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.01 0.12 12.55 127.02 385.05 

5.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.44 9.74 64.93 

6.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.80 9.61 

7.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.02 1.38 

8.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.10 

9.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

10.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

11.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

12.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

13.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

14.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

15.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

16.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

17.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

18.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

19.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

           

Hs/Tp 10.5 11.5 12.5 13.5 14.5 15.5 16.5 17.5 18.5 19.5 

0.5 1358.59 695.17 466.97 385.04 364.67 337.17 192.85 93.70 73.42 27.42 

1.5 4592.99 1982.08 1156.19 740.55 428.63 216.94 115.09 53.93 25.67 8.12 

2.5 2060.42 1218.39 812.11 416.07 239.38 137.69 50.21 13.18 5.03 1.28 

3.5 781.62 470.51 320.80 172.16 117.94 49.35 19.61 5.99 2.03 0.58 

4.5 333.97 179.72 104.84 38.89 27.51 15.15 9.95 1.95 0.62 0.15 

5.5 136.96 89.63 41.42 13.61 8.74 5.53 5.28 0.45 0.18 0.01 

6.5 36.83 41.45 16.43 6.58 4.29 3.53 2.41 0.31 0.09 0.00 

7.5 8.58 17.75 9.44 3.47 2.15 2.15 1.05 0.17 0.00 0.00 

8.5 1.91 6.15 5.30 2.57 1.43 1.36 0.76 0.09 0.00 0.00 

9.5 0.12 1.26 2.01 1.37 0.65 0.85 0.44 0.04 0.00 0.00 
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10.5 0.02 0.36 0.89 0.72 0.44 0.60 0.32 0.01 0.00 0.00 

11.5 0.00 0.06 0.20 0.25 0.26 0.50 0.30 0.00 0.00 0.00 

12.5 0.00 0.01 0.03 0.11 0.09 0.30 0.20 0.00 0.00 0.00 

13.5 0.00 0.00 0.01 0.03 0.06 0.24 0.17 0.00 0.00 0.00 

14.5 0.00 0.00 0.00 0.01 0.02 0.09 0.13 0.00 0.00 0.00 

15.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.02 0.05 0.00 0.00 0.00 

16.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.02 0.00 0.00 0.00 

17.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

18.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

19.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

           

Hs/Tp 20.5 21.5 22.5 23.5 24.5 25.5 26.5 27.5 28.5 29.5 

0.5 22.36 5.01 4.59 1.28 0.73 0.10 0.00 0.16 0.08 0.09 

1.5 4.25 0.90 0.58 0.21 0.12 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

2.5 0.64 0.19 0.04 0.01 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

3.5 0.22 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

4.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

5.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

6.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

7.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

8.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

9.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

10.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

11.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

12.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

13.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

14.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

15.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

16.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

17.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

18.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

19.5 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 
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附属書 14.3B ラッシングロッドに作用する張力の

計算方法 
（新規）  

An1. 一般 （新規）  

An1.1 概要 （新規） 
 

An1.1.1 
-1. 本附属書は 14.3 に従いコンテナ各部及びコンテ

ナ固縛金物に作用する荷重を算出するにあたり，ラッシ

ングロッドに作用する張力を求める方法を規定するも

のである。 
-2. ラッシングロッドに作用する線形及び非線形張

力の計算フローを図 An1 に示す。 
-3. コンテナ各部及び固縛金物に作用する荷重は，コ

ンテナ側壁における長さ方向のラッキング変形と，コン

テナ前後端壁における幅方向のラッキング変形を考慮

して計算しなくてはならない。コンテナスタックの剛性

は前後端壁でそれぞれ異なるため，波条件 LC1 及び LC3
に対する計算を行う場合，コンテナの前後端壁それぞれ

についてコンテナ各部及び固縛金物に作用する荷重を

算出しなければならない。 

（新規） 
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図 An1 ラッシングロッドに作用する線形及び非線形張力の計算フロー 

 
 

 

An1.1.2 定義 
本附属書において使用される用語の定義については，

次のとおりとする。 
(1) プラットフォームとは，ラッシングブリッジに

設けられ，荷役作業者の船幅方向への移動の際

の歩路及び作業の足場になるステージをいう。 
(2) MM プラットフォームとは，ラッシングブリッ

ジの最舷側の最上段の位置に追加的に設けられ

るプラットフォームをいう。 
 

（新規） 
 

  

固縛を考慮しないコンテナスタックに
作用するラッキング力

固縛を考慮した
ラッキング変位

コンテナすみ金具の
浮き上がり量

ラッシングロッドの張力

コンテナ及び
ラッシングロッドの剛性

コンテナスタック全体のラッキングつり合い方程式

(An3.1) （An2）

（An3.2.2）

（An3.2.2）（An3.2.2）

（An3.2.3）
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An2. 剛性 （新規）  

An2.1 コンテナの剛性 （新規） 
 

An2.1.1 
コンテナの幅方向ラッキング変形に対する剛性値は，

コンテナの高さに応じ表 An1 によらなければならない。

その他の寸法のコンテナの剛性値は，本会の適当と認め

るところによる。 
 

（新規） 
「コンテナの積付け

及び固縛に関するガ

イドライン」6.2 に対

応。コンテナ寸法に応

じた剛性値を新たに

規定する。 

表 An1 コンテナ剛性値 

コンテナ高さ 
コンテナのラッキング変形に対する剛性値（kN/mm） 

コンテナ端壁（扉側） コンテナ端壁（扉を有しない側） 

2591 mm（8ft 6in） 3.7 15.7 

2896 mm（9ft 6in） 3.35 13.5 

 
 

 
 
 
 
 
 

An2.2 ラッシングロッドの剛性 （新規） 
 

An2.2.1 
-1. コンテナの固縛に用いるラッシングロッドの剛

性値（kN/mm）は，次の算式による。 

𝐾௅ ൌ
𝐸𝐴
𝑙  

𝐸： ラッシングロッドの弾性係数（kN/mm2）で，

ラッシングロッドの弾性係数が与えられな

い場合，140 kN/mm2 を標準とする。 
𝐴： ラッシングロッドの断面積（mm2） 

（新規） 
「コンテナの積付け

及び固縛に関するガ

イドライン」6.2 に対

応。 
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𝑙： ラッシングロッドの全長（mm） 
-2. ラッシングロッドがラッシングブリッジに接続

されており，かつラッシングブリッジの変形が無視でき

ない場合，ラッシングロッドの剛性を計算する際にはラ

ッシングブリッジの剛性を考慮しなければならない。ラ

ッシングブリッジの剛性を考慮したラッシングロッド

の剛性値𝐾′௅（kN/mm）は，次の算式による。 

𝐾′௅ ൌ ቆ
1
𝐾௅

൅
cosଶ 𝜃௅
𝐾௕

ቇ
ିଵ

 

𝐾௕： ラッシングブリッジの剛性値（kN/mm）で，

An2.3.1 による。 
𝜃௅： ラッシングロッドの水平面に対する角度

（rad） 

ラッシングブリッジ

の剛性を考慮した上

でのラッシングロッ

ドの剛性値の評価方

法を明文化する。 

An2.3 ラッシングブリッジの剛性 （新規） 
 

An2.3.1 
ラッシングブリッジの i 段目のプラットフォームにラ

ッシングロッドが接続された場合に考慮するラッシン

グブリッジの剛性値𝐾௕,ሺ௜ሻ（kN/mm）は次の算式による。

なお，設計者が定めた値を用いても差し支えない。また，

ラッシングブリッジはラッシングロッドによる固縛効

果を阻害しないよう設計しなければならない。 

𝐾௕,ሺ௜ሻ ൌ ቌ෍
1

𝑘௟௕,ሺ௝ሻ

௜

௝ୀଵ

ቍ

ିଵ

 

𝐾௟௕,ሺ௜ሻ： ラッシングブリッジの i段目プラット

（新規） 
ラッシングブリッジ

の剛性の評価方法を

明文化する。 
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フォームの横方向ばね剛性で，次の算

式による。 

𝐾௟௕,ሺ௜ሻ ൌ
𝐶௟௕,ሺ௜ሻ

𝐻௟௕,ሺ௜ሻ
 

𝐶௟௕,ሺ௜ሻ： ラッシングブリッジの i 段目プラ

ットフォームの剛性係数で，MM
プラットフォームにおいては 50，
その他のプラットフォームでは

70 を標準とする。 
𝐻௟௕,ሺ௜ሻ： i-1段目プラットフォームから i段

目プラットフォームまでの高さ

（m） 

 
An3. 船幅方向荷重に対するコンテナの幅方向ラッキ

ング変形量及びラッシングロッドの張力 
（新規）  

An3.1 固縛を考慮しないコンテナの幅方向ラッキン

グ荷重 
（新規） 

 

An3.1.1 
ラッシングロッド等による固縛を考慮しない場合，n

段積みコンテナスタックの j 段目コンテナ端壁上部に作

用する幅方向ラッキング荷重𝐹௧௥௔௖௞௜௡௚,ሺ௝ሻ（kN）は次によ

る。 

（新規） 
「コンテナの積付け

及び固縛に関するガ

イドライン」6.4.3.2 に

対応。 
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𝐹௧௥௔௖௞௜௡௚,ሺ௝ሻ ൌ ෍ห𝐹௧௧௢௣,ሺ௜ሻห
௡

௜ୀ௝

൅ ෍ ห𝐹௧௕௧௠,ሺ௜ሻห
௡

௜ୀ௝ାଵ

 

An3.2 固縛を考慮したコンテナの幅方向ラッキング

変形量及びラッシングロッドの張力の評価 
（新規） 

 

An3.2.1 概要 
-1. コンテナ固縛が行われているコンテナスタック

の幅方向ラッキング変形量を計算する場合，ラッシング

ロッド等の剛性とコンテナのラッキング剛性を考慮し

てコンテナスタックのラッキング変形量及びラッシン

グロッド等の伸び量を評価しなければならない。 
-2. フルオート型あるいはセミオート型のツイスト

ロックを用いる場合，ラッシングロッドの張力として，

コンテナのラッキング変形による線形張力と，すみ金具

の浮き上がりによる非線形張力の双方を考慮しなくて

はならない。 

（新規） 
「コンテナの積付け

及び固縛に関するガ

イドライン」6.4.3.2 に

対応。 

An3.2.2 コンテナの幅方向ラッキング変形量 
-1. フルオート型あるいはセミオート型ツイストロ

ックを用いる場合，幅方向ラッキング変形量の評価にお

いてラッシングロッドの線形張力に加えて非線形張力

𝐹௥௢ௗ,ே௅を考慮する必要がある。この非線形張力は i 段目

のコンテナ下部におけるツイストロックとすみ金具の

間に存在する間隙に起因するすみ金具の垂直方向浮き

上がり量𝑢ே௅,ሺ௜ሻを考慮して求めなければならない。なお，

使用するツイストロックとすみ金具の間に水平方向の

間隙が存在する場合は，水平方向の間隙によるラッシン

（新規） 
「コンテナの積付け

及び固縛に関するガ

イドライン」6.4.3.2 に

対応。 
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グロッドの張力も考慮しなくてはならない。 
-2. 当該コンテナスタックのラッキング変位（当該コ

ンテナスタックを構成する各段コンテナ上部の幅方向

変位量）のベクトル𝜹は次式による。ここで，𝐾は固縛さ

れたコンテナスタックのラッキング剛性マトリクスで

ある。また，𝐹௧௥௔௖௞௜௡௚は𝐹௧௥௔௖௞௜௡௚,ሺ௝ሻより求められる固縛さ

れていない場合の幅方向ラッキング荷重ベクトルであ

る。なお，次式において An3.3 に規定する，𝑢௩௚௔௣,ሺ௜ሻを

変数とした繰り返し計算を行わなければならない。 
𝜹 ൌ 𝐾ିଵሺ𝐹௧௥௔௖௞௜௡௚ െ 𝐹௥௢ௗ,ே௅ሺ𝑢ே௅ ,𝛿ሻሻ 

𝑢ே௅は次のベクトルで表される。 

𝑢ே௅ 

ൌ ൫𝑢௩௚௔௣,ሺଵሻ,𝑢௩௚௔௣,ሺଶሻ,𝑢௩௚௔௣,ሺଷሻ,⋯𝑢௩௚௔௣,ሺ௜ሻ,⋯𝑢௩௚௔௣,ሺ௡ሻ൯
்
 

𝑢௩௚௔௣,ሺ௝ሻ： j 段目コンテナ下部のすみ金具の垂直方

向変位（m） 
-3. 前-2.におけるラッキング剛性マトリクス𝐾は，ラ

ッシングロッド等のコンテナ固縛金物の剛性とコンテ

ナスタックの剛性から計算することができる。図 An2 に

示すラッシングパターンにおける剛性マトリクスを例

として次に示す。 
𝑲 ൌ 

቎
𝑘஼,ሺଷሻ െ𝑘஼,ሺଷሻ 0

0 𝑘஼,ሺଶሻ ൅ 𝑘௕,ሺଷሻ 𝑐𝑜𝑠ଶ 𝜃௕,ሺଷሻ െ𝑘஼,ሺଶሻ

0 െ𝑘௕,ሺଷሻ 𝑐𝑜𝑠ଶ 𝜃௕,ሺଷሻ 𝑘஼,ሺଵሻ ൅ 𝑘௕,ሺଶሻ 𝑐𝑜𝑠ଶ 𝜃௕,ሺଶሻ

቏ 

𝑘஼,ሺ௜ሻ：i 段目コンテナの幅方向ラッキング剛性 

𝑘௕,ሺ௜ሻ：i 段目コンテナ下部に接続されているラッDR
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シングロッド軸方向剛性 
𝜃௕,ሺ௜ሻ：i 段目コンテナ下端に接続されているラッ

シングロッドの水平面に対する角度（rad） 
-4. 前-2.の計算において，インターナルラッシングの

場合，図 An2 において破線で表されるラッシングロッ

ドのように，コンテナスタックの傾斜による引張荷重が

働かないラッシングロッドについては，ラッキング変位

ベクトルの計算において考慮する必要はない。 
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図 An2 3 段積みコンテナスタック例 

 
 

 

An3.2.3 ラッシングロッドに作用する軸方向の線形及

び非線形張力 
-1. i 段目コンテナの上部及び下部に接続されている

ラッシングロッドの張力のうち，コンテナのラッキング

変形に起因するラッシングロッドの軸方向線形張力

（kN）は，表 An2 による。 
-2. i 段目コンテナの上部及び下部に接続されている

ラッシングロッドの張力のうち，ツイストロックとすみ

（新規） 
「コンテナの積付け

及び固縛に関するガ

イドライン」6.4.3.2 に

対応。 
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金具の間に生じる垂直方向及び水平方向の間隙に起因

するラッシングロッドの軸方向非線形張力（kN）は，表

An3 による。 
-3. 前-1.及び-2.に規定するラッシングロッドによる

張力による影響を考慮した，i 段目コンテナ前後端壁の

上部及び下部に作用する船幅方向荷重𝐻௧௧௢௣,ሺ௜ሻ（kN）及び

𝐻௧௕௧௠,ሺ௜ሻ（kN）は，次の算式による。 

𝐻௧௧௢௣,ሺ௜ሻ ൌ 

ห𝐹௧௧௢௣,ሺ௜ሻห െ 𝑇௫௧௢௣,ሺ௜ሻ cos 𝜃௫௧௢௣,ሺ௜ሻ െ 𝑇௘௧௢௣,ሺ௜ሻ cos 𝜃௘௧௢௣,ሺ௜ሻ 

െ𝑆௫௧௢௣,ሺ௜ሻ cos 𝜃௫௧௢௣,ሺ௜ሻ െ 𝑆௘௧௢௣,ሺ௜ሻ cos 𝜃௘௧௢௣,ሺ௜ሻ 

𝐻௧௕௧௠,ሺ௜ሻ ൌ 

ห𝐹௧௕௧௠,ሺ௜ሻห െ 𝑇௫௕௧௠,ሺ௜ሻ 𝑐𝑜𝑠 𝜃௫௕௧௠,ሺ௜ሻ െ 𝑇௘௕௧௠,ሺ௜ሻ 𝑐𝑜𝑠 𝜃௘௕௧௠,ሺ௜ሻ 

െ𝑆௫௕௧௠,ሺ௜ሻ 𝑐𝑜𝑠 𝜃௫௕௧௠,ሺ௜ሻ െ 𝑆௘௕௧௠,ሺ௜ሻ 𝑐𝑜𝑠 𝜃௘௕௧௠,ሺ௜ሻ 

 
表 An2 ラッシングロッドの軸方向線形張力 

 
コンテナのラッキング変形に起因する 

ラッシングロッドの軸方向線形張力（kN） 

インターナルラッシング 
コンテナ上部 𝑇௫௧௢௣,ሺ௜ሻ ൌ 𝑘𝛿ሺ௜ሻ cos𝜃௫௧௢௣,ሺ௜ሻ 

コンテナ下部 𝑇௫௕௧௠,ሺ௜ሻ ൌ 𝑘𝛿ሺ௜ିଵሻ cos𝜃௫௕௧௠,ሺ௜ሻ 

エクスターナルラッシング 
コンテナ上部 𝑇௘௧௢௣,ሺ௜ሻ ൌ 𝑘𝛿ሺ௜ሻ cos𝜃௘௧௢௣,ሺ௜ሻ 

コンテナ下部 𝑇௘௕௧௠,ሺ௜ሻ ൌ 𝑘𝛿ሺ௜ିଵሻ cos𝜃௘௕௧௠,ሺ௜ሻ 

（備考） 

𝑘： 当該ラッシングロッドの軸方向剛性値（kN/mm） 

𝛿ሺ௜ሻ： 最下段コンテナから i 段目コンテナまでの上端の幅方向ラッキング変位量の合計（mm）（図

An3 参照） 
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表 An3 ラッシングロッドの軸方向非線形張力 

ツイストロックとすみ金具の間に生じる垂直方向及び水平方向の間隙に起因する 

ラッシングロッドの軸方向非線形張力（kN） 

インターナルラッシング 

コンテナ上部 𝑆௫௧௢௣,ሺ௜ሻ ൌ ෍𝑘𝑢௛௚௔௣,௜ሺ௝ሻ cos 𝜃௫௧௢௣,ሺ௜ሻ

௜

௝ୀଵ

 

コンテナ下部 𝑆௫௕௧௠,ሺ௜ሻ ൌ ෍𝑘𝑢௛௚௔௣,௜ሺ௝ሻ cos 𝜃௫௕௧௠,ሺ௜ሻ

௜ିଵ

௝ୀଵ

 

エクスターナルラッシング 

コンテナ上部 𝑆௘௧௢௣,ሺ௜ሻ ൌ ෍𝑘𝑢௛௚௔௣,௜ሺ௝ሻ cos𝜃௘௧௢௣,ሺ௜ሻ

௜

௝ୀଵ

൅෍𝑘𝑢௩௚௔௣,ሺ௝ሻ sin𝜃௘௧௢௣,ሺ௜ሻ

௜

௝ୀଵ

 

コンテナ下部 𝑆௘௕௧௠,ሺ௜ሻ ൌ ෍𝑘𝑢௛௚௔௣,௜ሺ௝ሻ cos 𝜃௘௕௧௠,ሺ௜ሻ

௜ିଵ

௝ୀଵ

൅෍𝑘𝑢௩௚௔௣,ሺ௝ሻ sin𝜃௘௕௧௠,ሺ௜ሻ

௜

௝ୀଵ

 

（備考） 

𝑢௛௚௔௣,௜ሺ௝ሻ： j 段目コンテナ下部のすみ金具の浮き上がりに伴う i 段目のコンテナ上端の水平方向変位（mm）であり，次

の算式による。 

𝑢௛௚௔௣,௜ሺ௝ሻ ൌ
𝑢௩௚௔௣,ሺ௝ሻℎ௖௢௡

𝑏௖௢௡
ሺ𝑖 ൅ 1 െ 𝑗ሻ 

ℎ௖௢௡： コンテナ高さ（m） 

𝑏௖௢௡： コンテナ幅（m） 

𝑢௩௚௔௣,ሺ௝ሻ： j 段目コンテナ下部のすみ金具の鉛直方向変位（mm） 

 
 

 

An3.3 繰り返し計算 （新規） 
 

An3.3.1 
-1. すみ金具の浮き上がりによる鉛直方向変位

𝑢௩௚௔௣,ሺ௜ሻは浮き上がりに伴うラッシングロッドの張力に

依存することから，An3.2 の規定によりラッシングロッ

ドの張力及びコンテナに作用するラッキング力を評価

（新規） 
「コンテナの積付け

及び固縛に関するガ

イドライン」6.4.3.2 に

対応。 DR
AF
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するためには，𝑢௩௚௔௣,ሺ௜ሻを変数とした繰り返し計算を行

わなければならない。 
-2. 繰り返し計算は，各段の𝑢௩௚௔௣が次の条件のいず

れかを適切な許容残差の範囲で満足した場合に収束し

たとみなすことができる。なお，𝑢௩௖௟௘௔௥௔௡௖௘,ሺ௜ሻは i 段目の

コンテナ下部のすみ金具の浮き上がり量の最大値（kN）
であり，すみ金具とツイストロックの形状に依存する，

設計者が定める値とする。 

⎩
⎪
⎨

⎪
⎧ 𝐹௖௧,ሺ௜ሻ ൐ 0 かつ 𝑢௩௚௔௣,ሺ௜ሻ ൌ 𝑢௩௖௟௘௔௥௔௡௖௘,ሺ௜ሻ

𝐹௖௧,ሺ௜ሻ ൌ 0 かつ 0 ൏ 𝑢௩௚௔௣,ሺ௜ሻ ൏ 𝑢௩௖௟௘௔௥௔௡௖௘,ሺ௜ሻ

𝐹௖௧,ሺ௜ሻ ൏ 0 かつ 𝑢௩௚௔௣,ሺ௜ሻ ൌ 0

 

𝐹௖௧,ሺ௜ሻ：i 段目コンテナ下部のすみ金具に作用する

引張荷重（kN）で，14.3.3.4 に従って算出す

る。 
-3. 繰り返し計算を行うにあたり，より上段にあるす

み金具から浮き上がりが発生すると仮定して差し支え

ない。 
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鋼船規則 CS 編 小型鋼船の船体構造 
及び船体艤装 

鋼船規則 CS 編 小型鋼船の船体構造 
及び船体艤装 

 

23 章 艤装 23 章 艤装  

23.4 コンテナ固縛設備 23.4 コンテナ固縛設備  

23.4.2 コンテナの固縛強度評価 （新規） 
 

23.4.1 に従って提出するコンテナ固縛図は C 編 2-1 編

14.3 に規定するコンテナの積付け及び固縛強度評価に

適合したものでなければならない。 
 

（新規）  

（日本籍船舶用） （日本籍船舶用）  
27 章 ラッシングソフトウェア 27 章 ラッシングソフトウェア  

27.1 ラッシングソフトウェア 27.1 ラッシングソフトウェア  

27.1.1 一般* 27.1.1 一般* 
 

国際航海に従事するコンテナ運搬船においては，C 編

2-1 編附属書 3.1「ラッシングソフトウェアの要件」に適

合し，かつ C 編 2-1 編 14.3 に規定するコンテナの積付

け及び固縛強度評価を行うことができるソフトウェア

を船上に備えなければならない。 

国際航海に従事するコンテナ運搬船においては，C 編

2-1 編附属書 3.1「ラッシングソフトウェアの要件」に適

合したソフトウェアを船上に備えなければならない。 

国際航海に従事する

コンテナ運搬船が船

上に備えるラッシン

グソフトウェアに関

する要件を改める。 
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（外国籍船舶用） （外国籍船舶用）  

28 章 ラッシングソフトウェア 28 章 ラッシングソフトウェア  

28.1 ラッシングソフトウェア 28.1 ラッシングソフトウェア  

28.1.1 一般* 28.1.1 一般* 
 

国際航海に従事するコンテナ運搬船においては，C 編

2-1 編附属書 3.1「ラッシングソフトウェアの要件」に適

合し，かつ C 編 2-1 編 14.3 に規定するコンテナの積付

け及び固縛強度評価を行うことができるソフトウェア

を船上に備えなければならない。 
 

国際航海に従事するコンテナ運搬船においては，C 編

2-1 編附属書 3.1「ラッシングソフトウェアの要件」に適

合したソフトウェアを船上に備えなければならない。 

国際航海に従事する

コンテナ運搬船が船

上に備えるラッシン

グソフトウェアに関

する要件を改める。 

附  則 
 

1. この改正は，2027 年 7 月 1 日から施行する。 
2. 施行日前に建造契約が行われた船舶にあっては，この改正による規定にかかわらず，なお従前の例による。 
3. 前 2.にかかわらず，申込みがあれば，この改正による規定を施行日前に建造契約が行われた船舶に適用す

ることができる。 
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